
令和 3 年度 化学系専攻 新入生 配布資料 
                
1．配付物 

◆配付物（共通） 
1. KULASIS による履修登録の流れ 
2. 情報セキュリティ対策のお願い 
3. コンピュータソフトウェアの適正な使用について 
4. 研究公正と倫理 
5. 責任ある学術研究活動のために 
6. 学生一般健康診断のご案内 
7. 駐輪場マップ 
8. 保健室のご案内（吉田保健室・桂保健室） 
9. 化学系修士時間割（前期） 

 

10. 工学研究科大学院学修要覧 
11. Campus Life Information 
12. 「人権」を考えるために 
13. 京都大学におけるハラスメントの防止と対応について 
14. 採尿容器（健康診断受検時に提出） 
15. 地震対応マニュアル 
16. 安否確認システムリーフレット 
17. その他 
 ◎【女子学生のみ】女子学生向け案内 
 ◎【留学生のみ】上記配布物の英文版（あるものだけ） 
 ◎【他大学からの入学者のみ】安全の手引き 
 ◎【博士後期課程のみ】複数教員指導制の案内 

    この他にも、各種ちらし・冊子を同封しています。 
 
※その他、各専攻の資料を同封しています。 



2．履修について（詳細は別紙で確認すること） 
押印済みの用紙の提出期限：4月 26 日（月） 

提出場所：Ａクラスター事務区教務掛 レポートボックス 
※履修登録科目がない場合は、提出の必要はありません。ただし、履修登録があるのにリストを提出しな

い場合は、単位を認定しない場合がありますので、十分注意してください。 
 
3．工学部・他学部・他研究科科目の聴講について 

【前期・通年科目のみ、KULASIS で登録できないもの】 
提出期限：4 月 9 日（金） 
配布・提出場所：A クラスター教務掛窓口（レポートボックスには入れないこと） 

  ＊全学共通科目、教育学部科目は提出不要。 

 

4．学生一般定期健康診断 
※3 月 30 日 17 時までに健診に必要な問診票を WEB 入力していない場合は、健診当日に健診会場でタブ

レット端末を用いて入力する必要があります。詳細は下記サイトで確認のこと。 

・桂地区：船井交流センター2 階（受付） 桂地区開催は１日のみ！ 

  4 月 22 日（木） 女子 9：30～10：00  13：15～13：45 
           男子 10：15～11：45  14：00～15：30 
※桂地区が最終日です。上記の日程で受検できない場合は、4 月 13 日（火）～16 日（金）の吉田地区、

または 4 月 20 日（火）の宇治地区にて必ず受検してください。健康診断は全員必ず受検してください（就

職活動に必要です）。また、学年の途中では受検できません。 

※京都大学で健康診断を受けないと、京都大学からの健康診断証明書等は発行できません。 

◆令和 3年 4月の学生一般定期健康診断の結果は、証明書自動発行機（無料）で発行することができます。

発行開始日は 6月 1日以降です。 

※詳細は「京都大学環境安全保健機構 健康管理部門 健康診断ウェブサイト」を参照願います。 
https://u.kyoto-u.jp/kenshin 
 

 

5．掲示・ホームページ ※事務からの通知は下記に掲載又は掲示するので、必ず毎日確認のこと。 
・KULASIS（京都大学教務情報システム） 

 休講、レポート情報、授業連絡、教務・厚生情報はこちらに掲載するので、随時チェックすること。 
 登録情報の連絡先（メールアドレス・携帯電話番号）はもれなく入力し、変更があった場合は修正

すること。住所変更があった場合も各自 KULASIS で変更してください。 
・電気系・化学系ホームページ（学内専用）： 

 http://www.t.kyoto-u.ac.jp/ja/students/g-procedures/denkikagaku 
京大工学部・工学研究科 HP  TOP→在学生・卒業生→各種手続き（大学院生・修了生）→電気系・化学系向け情報 

 ※奨学金情報、海外留学情報など、随時更新していますので、必ず定期的に確認してください。 
・掲示板： 

化学系 桂 A2 棟 3 階 308 講義室横 
電気系 桂Ａ1 棟地下 1 階－講義関係通知、定期試験、留学生向案内等 

桂 A1 棟 3 階【入口案内板裏】‐奨学金、海外留学関係 
 
 



6．日本学生支援機構申し込み【在学採用】第一種（無利子貸与）・第二種（有利子貸与） 
4 月 9 日（金）までに、A クラスター教務掛（090kakyomu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp）にメールで申し出て

ください。平日２日たっても事務からの返信がない場合は窓口まで来てください。 
【件名：学生支援機構在学採用希望  本文：専攻名・学生番号・氏名】 

 
7．海外渡航について 

海外渡航を行う場合は、短期間の観光旅行であっても、必ず事前に A クラスター教務掛への届け出とたび

レジ（外務省の海外旅行登録システム）に登録してください。 
京都大学工学研究科 HP→海外渡航届様式【両面印刷】 https://www.t.kyoto-u.ac.jp/ja 
外務省→たびレジ HP  https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/  

・海外に渡航する場合は、学会出席・留学・インターンシップ・私事（帰省・観光旅行等）、目的を問

わず、必ず「海外渡航届」を提出すること 
・渡航目的が資料収集・調査、学会発表、セミナー参加等の研究目的であって、その渡航を主指導教員

が修学上必要と認めている場合、「アイラック危機管理支援システム（旧 JCSOS 緊急事故支援シス

テム）」に事務より登録するため、「海外旅行保険」へ加入（必須）すること 
※アイラック危機管理支援システム：本研究科教職員・学生が海外で事件・事故等の不測の事態

に遭遇した場合に、事故対応費用、補償金対応等の大学としてのリスク管理を目的として加入

するもの 
※海外旅行保険：治療・救援費用、補償金額無制限～最低でも 3000 万円以上、クレジットカー

ド付帯保険は補償金額が少ないので不可 
 
8．学生証について 
  学生証で A クラスターの各建物への入館が可能となっている。問題があれば、A クラスター事務区教務

掛に申し出ること。IC チップの破損による学生証の再発行は有料なので取扱いに十分注意すること。 
 
9．証明書の発行について 

証明書の主なものは証明書自動発行機で発行できます。 
※証明書予約アプリ・・操作時間を短縮するために予めスマートフォンで必要な証明書の種類と

枚数を予約することができます。アプリは右記 QR コードからダウンロードしてください。 
 
10．各種注意事項 

◇事務からのメールは京都大学の「@st.kyoto-u.ac.jp」宛に送信されます。必ず普段使用しているメール

アドレスに転送設定をしておいてください。転送設定をしていない場合のメールの不達は個人の責任

になります。 
◇バイク・自転車等は必ず所定の駐輪場へ停めて下さい。（事務室前は駐輪禁止） 

 
11．その他  A クラスター事務区教務掛 事務取扱時間 

月～金 8 時半～12 時、13 時～16 時 30 分（12 時～13 時は昼休みで窓口は休止。鍵の貸出のみ対応可。） 
（土日・祝、創立記念日、年末年始、全学・工学休業日（8 月 11 日～8 月 14 日）を除く） 
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Take e-Learning courses on information security

http://www.iimc.kyoto-u.ac.jp/en/services/ismo/e-Learning/

http://www.iimc.kyoto-u.ac.jp/en/services/ismo/e-Learning/

You can access the 
web page 
via the left matrix 
barcode.

Take these 
courses today.

If you have not taken the courses, 
network access on campus may be restricted.
(You may be asked to explain the circumstances.)



 

コンピュータソフトウェアの適正な使用について 

コンピュータソフトウェアを不正に入手・使用すると、著作権法違反

として、使用者本人や大学が法的責任を問われる可能性があります。 

 以下の事項に留意して、ソフトウェアは適正に使用してください。 

✓ソフトウェアは、正規品を正しい流通経路（正規販売代理店、メ

ーカー直販、メーカー正規 WEB サイト等）で入手してください。

正規以外の流通経路で入手した非正規ソフトウェア（海賊版ソフ

トウェアや不正ライセンス等）は絶対に使用しないでください。  

なお、違法にアップロードされたと知りながら非正規ソフウェア

を入手した場合も著作権法違反となります。 

✓クラックツール（ソフトウェアの仕組みを不正に改変するツー

ル）を入手しないでください。 

✓ソフトウェアは、「使用許諾契約書」に則って適正に使用し、不正

コピーや不正な改変は行わないでください。 

著作権法が令和 3 年 1 月に改正施行され、著作権法の

取締りも厳格化されています。 

不正に使用した結果、高額な賠償金や刑事罰などの 

厳しい罰則を課せられる可能性があります。 

各 位 

ソフトウェアの不正使用は絶対にやめてください！ 

情 報 環 境 機 構 

情 報 基 盤 部 門 



  
To all students and faculty and staff members,                                      

Institute for Information Management & Communication 

Information Infrastructure Division 

The proper use of computer software/application 

     If computer software is illegally got or used, it is a violation of the copyright law, there is a 

possibility that the user himself or the university may be subject to legal liability. 

     Please check the items below and use the computer software properly. 

✓ The software should be purchased from authorized distributors,  

direct from the manufacturer, from the manufacturer's authorized website 

or manufacturer's official web site. Never use unlicensed software 

(pirated software, unauthorized licenses, etc.) obtained through non-

authorized distribution channels.It is also a violation of copyright law if 

you obtain unlicensed software even though you know that it has been 

illegally uploaded.  

✓Crack tools (tools used to illegally modify the software) should not be 

  bought or used. 

✓ The computer software should be properly used according to the 

   “License Agreement”. Illegal copying and unauthorized modifications 

   should not be made. 

The Copyright Act was revised and enforced in January 2021,  

and the enforcement of the Copyright Act has been tightened. 

As a result of the illegal use, severe punishments such as criminal punishments 

or high compensatory damages can be imposed. 

You must refrain from using software illegally！ 
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京都大学大学院共通

研究公正と倫理

2015年3月配布

京都大学研究公正教育小委員会

担当委員：大学院医学研究科

社会健康医学系専攻健康情報学分野

宮崎 貴久子 中山 健夫

お話する予定

１．京都大学の研究公正の考え方

２．研究不正として何が問題なのか？
１） 参加者（弱者）（Research participants）保護

２） 科学的な不正行為（Scientific misconduct）

３） 出版の倫理（Publication ethics）

４） 利益相反（Conflict of Interest: COI)

５） 復習問題：何が問題なのか？

３．「私はどうすればいいのか？」：事例に学ぶ

４．京都大学の取り組み

2

京都大学の研究公正の考え方

（http://www.kyoto‐u.ac.jp/ja/research/events_news/office/kenkyukokusai/events/2014/140714_1.html）

3

志

防
止

研究不正の防止

「志の高い」研究
の仕組み作り

京都大学の研究公正の考え方

（http://www.kyoto‐u.ac.jp/ja/research/events_news/office/kenkyukokusai/events/2014/140714_1.html）
4

志

防
止

研究不正の
防止

「志の高い」研究の
仕組み作り

研
究
者
の
自
覚

積
極
的
な
視
点

京都大学の研究公正の考え方
研究不正の防止を超えて

－志の高い研究の仕組み作りを考える－

研究者による研究論文の捏造・改ざん・盗用、いわゆ
る研究不正の防止については、個々の研究者の自覚
が求められています

研究不正がおこらないような「仕組みづくり」も必要で
す。その仕組み作りを有意義なものとするには、単に
不正を防止するという消極的な視点にとどまらず「志
の高い」研究を目指すという積極的な視点が肝要です

5

（http://www.kyoto‐u.ac.jp/ja/research/events_news/office/kenkyukokusai/events/2014/140714_1.html）

京都大学の研究公正の考え方

聞きなれない単語が出てき

ますが、覚えてください。

それらの単語が、研究不正

として問題になります。

6

研究不正の防止

研
究
者
の
自
覚

防
止

何が問題なのか？
何を自覚すればよいのか？
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お話する予定

１．京都大学の研究公正の考え方

２．研究不正として何が問題なのか？
１） 参加者（弱者）（Research participants）保護

２） 科学的な不正行為（Scientific misconduct）

３） 出版の倫理（Publication ethics）

４） 利益相反（Conflict of Interest: COI）

５） 復習問題：何が問題なのか？

３．「私はどうすればいいのか？」：事例に学ぶ

４．京都大学の取り組み

7

研究不正として何が問題になるのか？

非倫理的な
研究デザイン

不適切な分析 改ざん
Falsification

不適切な

著者資格
Authorship 

細切れ出版・
サラミ科学
Divided publication
Salami science

参加者の
同意取得なし

捏造
Fabrication

盗用
Pｌagiarism

重複出版
Overlapping
publication

選択的報告・
出版しない
Selective/non‐
publication

参加者保護
（研究倫理）

科学的な不正行為 出版の倫理

8

研究計画

実施

解析・執筆 報告・出版

研究の公正性（research integrity） COI

研究不正として何が問題になるのか？

非倫理的な
研究デザイン

不適切な分析 改ざん
Falsification

不適切な

著者資格
Authorship 

細切れ出版・
サラミ科学
Divided publication
Salami science

参加者の
同意取得なし

捏造
Fabrication

盗用
Pｌagiarism

重複出版
Overlapping
publication

選択的報告・
出版しない
Selective/non‐
publication

参加者保護
（研究倫理）

科学的な不正行為 出版の倫理

9

研究計画

実施

解析・執筆 報告・出版

研究の公正性（research integrity） COI

参加者保護（研究倫理）

同意取得
OECD（Organisation for Economic Co‐operation and Development
：経済協力開発機構）８原則（1980）
⇒個人情報保護法（2005）

参加者保護
日本学術会議（2013）
科学者は、研究への協力者の人格、人権を尊重し、福利に配慮
する。動物などに対しては、真摯な態度でこれを扱う

ヘルシンキ宣言（1964 世界医師会、 2013 ブラジル・フォルタレザ改訂）
：ヒトを対象とした医学研究の倫理原則

文部科学省・厚生労働省
人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（2015）

（http://www.scj.go.jp/ja/scj/kihan/index.html）
（http://www.lifescience.mext.go.jp/files/pdf/n1443_01.pdf）

10

参加者保護（研究倫理）

〈対策〉

参加者保護

研究計画書を倫理委員会へ申請し、承認を得る

←研究計画書に第三者の目を通す

分析方法

研究計画書に解析計画を明記

研究デザイン（観察研究など）によっては、データ収集後、

分析に着手する前に解析計画書を作成

分析手順を研究ノートに記載

11

研究不正として何が問題になるのか？

非倫理的な
研究デザイン

不適切な分析 改ざん
Falsification

不適切な

著者資格
Authorship 

細切れ出版・
サラミ科学
Divided publication
Salami science

参加者の
同意取得なし

捏造
Fabrication

盗用
Pｌagiarism

重複出版
Overlapping
publication

選択的報告・
出版しない
Selective/non‐
publication

参加者保護
（研究倫理）

科学的な不正行為 出版の倫理

12

研究計画

実施

解析・執筆 報告・出版

研究の公正性（research integrity） COI
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科学的な不正行為

捏造 （Fabrication）
存在しないデータ、研究結果の作成

改ざん（Falsification）
データや画像、研究結果の変造・偽造

盗用 （Plagiarism）
他人のアイディアやデータ、研究成果を適切な
引用なしで使用

13

F F P
改ざんとみなされないために

画像データのトリミング
デジタル画像の操作

〈対策〉

元の画像を提出する

データ浚渫（date dredging）
二次解析による知見

〈対策〉

二次解析による探索的結果と明記して発表する

14

盗用とみなされないために

つぎはぎ（patch）writing
英語を母国語としない著者が、上手な英語の表現を用いて、
自分の文章を良くしようとすること

⇒西洋では、盗用とみなされる（文章チェックのソフト）

〈対策〉

１．一言一句引用する場合は“引用符”を付ける

２．自分の表現で書き直して引用文献を明示する

15

盗用とみなされないために

自己盗用（self‐plagiarism）
以前に出版したものを新しい編集者や読者に開示せずに
再提出すると、潜在的な複製出版や潜在的な著作権侵害と
みなされる

⇒専門家は自分の著述を繰り返す

〈対策〉

念のために、新しい編集者に元の出版物について知らせ、
参照文として引用する

16

FFPの判定は難しい

うっかり引用忘れ（honest error）なのか？
故意なのか？白黒がつかないことが多い

不正など自分には全く関係が無い？
ある日突然、自分が疑われる場合がないとは
言えません
〈対策〉
１．信頼できる教員や知人に、まず相談
２．研究ノートを付け、研究プロセスを残す
研究ノートは、自分のデータであるとの証拠になり、同時に
疑われた場合の自衛策としての証拠にもなる

17

研究不正として何が問題になるのか？

非倫理的な
研究デザイン

不適切な分析 改ざん
Falsification

不適切な

著者資格
Authorship 

細切れ出版・
サラミ科学
Divided publication
Salami science

参加者の
同意取得なし

捏造
Fabrication

盗用
Pｌagiarism

重複出版
Overlapping
publication

選択的報告・
出版しない
Selective/non‐
publication

参加者保護
（研究倫理）

科学的な不正行為 出版の倫理

18

研究計画

実施

解析・執筆 報告・出版

研究の公正性（research integrity） COI
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出版の倫理

著者資格（Authorship）の4規準

１．研究構想およびデザイン、データ取得、データ分析および

解釈において相応の貢献があり、そして

２．論文作成または重要な知的内容に関わる批判的校閲に

関与し、そして

３．出版原稿の最終承認を行い、そして

４．論文の全ての面において、そのいかなる部分についても、

正確性と公正性に関する問題が適格に調査され解決される

ように、説明責任を負うことに合意している
19

医学雑誌編集者国際委員会 推奨（2014）
（International Committee of Medical Journal Editors: ICMJE）

出版の倫理

重複出版

１．多重投稿（duplicate submission）

同一論文を同時に複数の雑誌に投稿してはならない

２．多重出版（duplicate publication）

出版された論文と大部分が重複する（多少の未発表データを

追加した）論文を、先に出版された論文への明確な言及を

せずに掲載してはならない

20

出版の倫理

二次出版（翻訳など）が容認される6条件

１．両誌の編集者の了解を得ている

２．初版の優先権を尊重し、双方の編集者と出版時期を取決め

３．異なる読者層と言語

４．初版のデータと解釈を忠実に反映

５．二次出版のタイトルページの脚注で並行出版であること、

一時出版の書誌情報を明記

６．MEDLINEの収載誌で発表された場合は、翻訳版（二次出版）

の引用・登録はしない

21

出版の倫理

細切れ・サラミ出版

同一のデータベースに属する研究結果を、同一プロジェクトで

あると示さずに、できるだけ多くの出版可能な論文に分割する

〈対策〉

大規模プロジェクトのサブグループ解析は、プロジェクト名と

臨床試験登録番号を明示

選択的報告・出版しない（いいとこ取り：cherry picking）

有意差が見られた結果だけを、それが主分析のように書く

〈対策〉

臨床試験登録、研究計画書（プロトコール）公開

22

研究不正として何が問題になるのか？

非倫理的な
研究デザイン

不適切な分析 改ざん
Falsification

不適切な

著者資格
Authorship 

細切れ出版・
サラミ科学
Divided publication
Salami science

参加者の
同意取得なし

捏造
Fabrication

盗用
Pｌagiarism

重複出版
Overlapping
publication

選択的報告・
出版しない
Selective/non‐
publication

参加者保護
（研究倫理）

科学的な不正行為 出版の倫理

23

研究計画

実施

解析・執筆 報告・出版

研究の公正性（research integrity） COI

利益相反
（Conflict of interest：COI）

科学者は、自らの研究、審査、評価、判断、科学的助
言 などにおいて、個人と組織、あるいは異なる組織
間の利益の衝突に十分に注意を払い、公共性に配慮
しつつ適切に対応する

（日本学術会議、科学者の行動規範‐改訂版、2013）

利益相反（COI）は、研究の妥当性など一次的な関心

事における専門的判断が、財政的利益のような二次
的な関心事に影響される場合に現存する

（ICMJE, recommendations, 2014）

（http://www.icmje.org/icmje‐recommendations.pdf）

24
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利益相反（COI）

COIは財政的利害関係だけではない

→査読者は出版に先立ち、査読した論文から得た知
識を自らの利益のために使ってはならない

COIは、相反があるだけでは不正行為を意味するもの
ではない ⇒適切に開示

COIの報告と透明性確保 →研究の信頼性を確保

25

京都大学利益相反マネジメント規程
平成26年（2014年）1月21日 達示第79号制定

「利益相反」とは、次に掲げることをいう。
ア 本学が企業等との共同事業に従事すること(以下「産官学
連携活動」という。)に伴い、企業等から得る利益を優先すること
によって本学の社会的責任が阻害されること

イ 教職員等が産官学連携活動を行うことに伴い、企業等から
実施料収入、兼業報酬、未公開株その他の利益を得ている場
合において、当該利益を得ていることに起因して自己又は企業
等の利益を優先することによって当該教職員等の本学におけ
る適正な職務の遂行が阻害されること

ウ 教職員等が兼業を行うことに伴い、企業等に対し職務遂行
責任が生じる場合において、当該企業等に対する職務遂行責
任を優先することによって当該教職員等の本学における適正な
職務の遂行が阻害されること

（http://www.kyoto‐u.ac.jp/uni_int/kitei/reiki_honbun/w002RG00001171.html）
26

科学者の行動規範
日本学術会議‐改訂版 2013年

（研究活動）

科学者は、自らの研究の立案・計画・申請・実施・報告
などの過程において、本規範の趣旨に沿って誠実に
行動する。科学者は研究成果を論文などで公表する
ことで、各自が果たした役割に応じて功績の認知を
得るとともに責任を負わなければならない。研究・調査
データの記録保存や厳正な取扱いを徹底し、ねつ造、
改ざん、盗用などの不正行為を為さず、また加担しな
い

27

復習問題：何が問題なのか？

28

サマーリン事件（1974年）

スローン・ケタリングがん研究所の移植免疫部門の部長で
あったウィリアム・サマーリンは遺伝的に無関係の動物か
らレシピエント動物へと、拒否反応なしで組織を移植したと
発表

「移植した皮膚」である黒い斑点が背中にある白いネズミ
を見せ、その主張を裏付けた

しかし、彼は これらの「移植された斑点」をサインペンでネ
ズミの皮膚に描いていた

（ラング、シナジー、2012年）

捏造

29

アルサブティ事件（1977年）

アメリカの研究機関で働いていたエリアス・アルサブティは、
読者の少ない雑誌に、盗用した論文を罰せられることなく
発表していた

彼の目的は、他の多くの科学者同様経歴を飾るための
長々しい論文リストによって出世すること

こうして彼は三年もの間盗用を続けた

しかし、論文の一言一句まで無造作に盗む彼の性急なやり
方は、ついには彼を破滅へと追いやった

これがもっと穏やかな方法であれば発覚しなかったこと
だろう

（ブロード、講談社、2014）

30

盗用
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シンドロイド・ケース（1997年）

甲状腺機能低下症患者の薬シンドロイド（甲状腺ホルモン
製剤）が、後発薬品より優れていることを示す研究を、企
業が支援したが、期待通りの成果がでなかった

研究者の結果発表を、企業は、結果発表には企業の許可
を要するとした契約条項を盾に、阻止

研究者の雇用者であるカルフォルニア大学は高額で長期
化する訴訟を恐れて、論文出版を取り下げるように研究者
に命じた

研究発表までの6年間で、企業はその薬品で8億ドルの利
益を得た
(http://www.nytimes.com/1997/04/16/us/drug‐firm‐relenting‐allows‐unflattering‐study‐

to‐appear.html?pagewanted=2 )（ラング、シナジー、2012）

31

出版しない

ミリカンとエーレンハフト論争（1913年）

ノーベル賞授受の物理学者ミリカンは電荷eの最初の測定
結果を発表

エーレンハフトは微小な電荷をもつ副電子が存在するとい
う自分の主張を裏付けると指摘

ミリカンはエーレンハフトに反駁のため、電子に単一の電
荷がふさわしいと、より正確な結果の論文を発表

ハーバード大学の歴史学者ホルトンは、1913年のミリカン
の実験ノートに、発表データとの差異をみつけた

発表された58の観測は、実際は全部で140の観測から選
ばれた最もよいデータであった

（ブロード、講談社、2014）

32

選択的報告

ゲルシンガー事件（1999年）
ゲルシンガー少年（18歳）は、特殊な酵素欠損症のため、ペン
シルベニア大学遺伝子治療機構の臨床試験に参加
その際に使用されたウイルスにより多臓器不全を生じて死亡
調査により臨床試験での倫理違反が露見

• 少年の健康状態は良くなく、試験の対象として不適格
• 説明同意文章に重篤な有害事象の記載が無かった

• 研究組織は、リスクと益の情報提示の義務を果たさず、
不適切な患者を臨床試験へ参加するように誘導した

中心であったウィルソン医師は，研究スポンサー企業の設立
者・株所有者であり，個人的にも所属大学も膨大な株式交換
利益を有していた

（郷間厳、京府医大誌、2011）

（http://www.washingtonpost.com/wp‐srv/WPcap/1999‐11/21/101r‐112199‐idx.html）

33
COI・参加者保護

シェーン（ベル研究所）事件（1998‐2002年）

ベル研究所の若手研究者シェーンは、有機物結晶を使っ
た超伝導の発見、電子素子の開発など、重要な成果を
次々にあげ、短期間にサイエンス、ネーチャーなどに多く
の論文を発表した
時には平均2週間に1本の論文発表をしていた

天才的な物理学者として、ノーベル賞を受賞すると噂され
ていた

「二つの論文のグラフを比較してほしい」という匿名電話か
ら曲線の細部まで酷似した二つの異なる実験データや、追
試による再現性の不可能性などから不正行為が発覚した

（ブロード、講談社、2014）

34

捏造・改ざん

コーナック事件（2002年）

ニューヨークのストラットンVAメディカルセンター腫瘍学プロ
グラム研究調査役のポール・コーナックは1999年から2002

年まで医師になりすまし、患者のデータを改ざんして適格
基準から外れた患者を研究に登録

彼は78歳の患者の血液生化学検査を改ざんして、その患
者の肝・腎機能の異常を隠した

患者は治験薬投与後死亡し、コーナックは過失致死在で
刑事罰をうけた

（ラング、シナジー、2012）

35

参加者保護・改ざん

お話する予定

１．京都大学の研究公正の考え方

２．研究不正として何が問題になるのか？
１） 参加者（弱者）（Research participants）保護

２） 科学的な不正行為（Scientific misconduct）

３） 出版の倫理（Publication ethics）

４） 利益相反（Conflict of Interest: COI)

５） 復習問題：何が問題なのか？

３．「私はどうすればいいのか？」：事例に学ぶ

４．京都大学の取り組み

36
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グループワーク課題
私は、東京の大学医学部准教授の山田先生（仮称）と

久しぶりに会うことになりました。
先生方に会う時は、いつも最近の文献を読んでいきます。

それは、私が台北の学会でポスター発表した数字でした。
（手先が冷たくなりました。）

久しぶりだけど、この頃どんな
仕事をなさっているのかな？

フムフム、こんな領域外
にも発表していらっしゃ
るんだ・・。

・・ェ、エッ？ この数字、
小数点以下3位まで同じ。引用が
無い。共同研究者でも、・・ない。

37

「あなたが私の立場であったら、
どうしますか？」

• 具体的に話し合ってください。

• 発表者を決めてください。

• 1グループ3分で発表してください。

• 話し合う時間は、 までです。

38

気を取り直して、臨床の指導医に相談する。「学会で、ポスターの
ハンドアウトなんか、あなたが配るからいけない！」と叱られ
た。私が悪かったのか・・・。

指導教官は入院中。
研究科長に相談する。「・・・、確かに、あなたの研究結果ですね。

でも、私はどうしたらよいのかわかりません」と、悲しそうな
顔で言われた。

(悲しくて、元気がでない）
京都のN先生に連絡しなくてはならないことがある。とりあえず

連絡。
メールに思わず「愚痴ですが、こういうことがあって、元気が
でません」と個人的な話を書いてしまった。

N先生から直ぐに返信。「M先生、N＠京都大学医学研究科で
す。至急、論文とハンドアウトをファックスで送ってください。
宜しくお願い致します。」

39

ファックス送信。

折り返しN先生からのメール着信。長いメール。

「この数字は、確かにポスターハンドアウトのものです。」

対応策は優先順位付で具体的に4つ。

約束してあった山田先生のアポは、取り消し。

私から直接ではなく、指導教官（入院中なので、

研究科長）から、雑誌の編集長宛に

「お問い合わせの手紙」を出す。あくまでも、

事実を併記したお問い合わせである。

結果： 4か月後、雑誌の奥付に、小さく、数字がM調査の結果

であると訂正記事掲載。

40

お話する予定

１．京都大学の研究公正の考え方

２．研究不正として何が問題になるのか？
１） 参加者（弱者）（Research participants）保護

２） 科学的な不正行為（Scientific misconduct）

３） 出版の倫理（Publication ethics）

４） 利益相反（Conflict of Interest: COI)

５） 復習問題：何が問題なのか？

３．「私はどうすればいいのか？」：事例に学ぶ

４．京都大学の取り組み

41

京都大学の取り組み

医学部、医学研究科

年に1回、臨床研究講習会受講

講習を受けないと医の倫理委員会への

申請ができない（eラーニングあり）

対象は、倫理委員会へ申請可能な教員に

限られる

42
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43
（http://www.kyoto‐u.ac.jp/ja/about/organization/other/revision/documents/h26/t59‐26‐2.pdf）

京都大学における公正な研究活動の推進等
に関する規程

（平成27年3月）

(受付窓口)
第9条 本学における研究活動上の不正行為に関する通報及

び通報に関する相談（通報までに至らない段階の相談をいう。
以下「通報等」という。）に対応するため、研究国際部研究推
進課及び各部局に受付窓口を置く。

(通報等の方法)
第11条 通報は、原則として書面（ファックス及び電子メールを含む。以下同じ。）

を受付窓口に提出又は送付して行うものとする。

2 前項の書面は、原則として顕名によるものとし、次の各号に掲げる事項を明
示しなければならない。

(1) 研究活動上の不正行為を行ったとする教職員等の氏名又はグループ等の名
称

(2) 研究活動上の不正行為の具体的内容

(3) 研究活動上の不正行為の内容を不正とする科学的合理的理由

3 受付窓口は、前項各号の内容の一部又は全部に不備があるときは、当該書
面の補正を指示することがある。

44

（http://www.kyoto‐u.ac.jp/uni_int/kitei/reiki_honbun/w002RG00001165.html）

研究公正・倫理は、研究の過程全体：研究
立案、計画、実施、公表の全てに関わります

常に「自分の問題」として、研究公正・倫理
を意識してください

京都大学の研究者として、

「志の高い」研究を！

45

志

防
止

「志の高い」研究
の仕組み作り

研究不正
の防止

謝辞

Elizabeth Wager氏（Committee On Publication Ethics, COPEの前Chair）には2015年1月
名古屋にて、全学共通（あらゆる専門分野横断）資料作成という観点から、具体的な示
唆を頂きました
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Research Integrity and Ethics Common to the 
Graduate Schools of Kyoto University

Uploaded March , 2015

Subcommittee for Research Integrity Education

Introduced by Kikuko Miyazaki and Takeo Nakayama

Graduate School of Medicine, Department of Health 
Informatics, Kyoto University School of Public Health

Topics to be Discussed

1. The concept of research integrity at Kyoto 
University

2. What are misconduct issues in research?
1) The protection of research participants (the vulnerable)
2) Scientific misconduct
3) Publication ethics
4) Conflict of Interest: COI
5) Review questions: What is the problem?

3. "What should I do?": Learning from case studies
4. Initiatives of Kyoto University

2

The concept of research integrity at 
Kyoto University

(http://www.kyoto‐u.ac.jp/ja/research/events_news/office/kenkyukokusai/events/2014/140714_1.html) 

3

Aspiration

Prevention

Prevention of 
research misconduct

Creation of a mechanism 
for research with "high 
aspirations"

The concept of research integrity at 
Kyoto University

(http://www.kyoto‐u.ac.jp/ja/research/events_news/office/kenkyukokusai/events/2014/140714_1.html) 
4
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The concept of research integrity at 
Kyoto University

Beyond the prevention of research misconduct
‐ Considering the creation of a mechanism for research with 

"high aspirations" ‐

The awareness of individual researchers is required to help
prevent so‐called "research misconduct" which includes the
fabrication, falsification and plagiarism of research papers by
researchers.

It is necessary to "create a mechanism" so that research
misconduct does not occur. To make this mechanism meaningful,
it is necessary to go beyond the passive perspective of simply
preventing misconduct; a proactive perspective of aiming for
research with "high aspirations" is essential.

5

(http://www.kyoto‐u.ac.jp/ja/research/events_news/office/kenkyukokusai/events/2014/140714_1.html) 

The concept of research integrity at 
Kyoto University

You may encounter some 
unfamiliar words; please 
remember them.

These words are issues as 
research misconduct.

6

Prevention of research 
misconduct
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Prevention

What's the problem?
What should I be aware of?
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Topics to be Discussed

1. The concept of research integrity at Kyoto 
University

2. What are misconduct issues in research?
1)  The protection of research participants (the vulnerable)
2)  Scientific misconduct
3)  Publication ethics
4)  Conflict of Interest
5)  Review questions: What is the problem?

3. "What should I do?": Learning from case studies
4. Initiatives of Kyoto University

7

What are misconduct issues in research?

Unethical study 
design

Improper 
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Falsification Improper 
authorship 
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publication / 
Salami science

No consent of 
research 

participants

Fabrication Plagiarism Overlapping 
publication

Selective/non‐
publication

Research 
participant 
protection
(Research 
ethics)

Scientific misconduct Publication ethics
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Research plan

Implementation

Analysis and writing Reporting and publishing

Research integrity COI

What are misconduct issues in research?
Unethical

study design
Improper 
analysis

Falsification Improper 
authorship

Divided 
publication / 
Salami science

No consent of 
research 

participants

Fabrication Plagiarism Overlapping 
publication

Selective/non‐
publication

Research 
participant 
protection
(Research 
ethics)

Scientific misconduct Publication ethics
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Research plan

Implementation

Analysis and writing Reporting and 
publishing

Research integrity COI

Research participant protection (Research 
ethics)

Obtaining consent
OECD (Organisation for Economic Co‐operation and Development: 8 principles (1980) 
⇒ Act on the Protection of Personal Information (2005) 

Research participant protection
Science Council of Japan (2013) 
Scientists shall respect the dignity and rights of individuals who cooperate in their

research, and shall safeguard and give proper consideration to their welfare. They
shall also treat animals and other research subjects with all due care and respect.
Declaration of Helsinki (1964 World Medical Association, revised by the 64th WMA 
General Assembly in Fortaleza, Brazil) : Ethical principles for medical research 
involving human subjects
The Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology / Ministry of 
Health, Labour and Welfare: Ethical guidelines on medical research involving human 
subjects (2015) 

(http://www.scj.go.jp/ja/scj/kihan/index.html) 
(http://www.lifescience.mext.go.jp/files/pdf/n1443_01.pdf) 

10

Research participant protection 
(Research ethics)

<Measures>
Research participant protection
Submit the research plan to the ethics committee and obtain its
approval
←Have a third party read over the research plan

Analysis method
Clarify the analysis plan in the research plan
Create a written analysis plan before embarking on analysis
following data collection in accordance with the study design
(observational study, etc.)
Describe the analytical procedure in the study notes

11

What are misconduct issues in research?

Unethical
study design

Improper 
analysis

Falsification Improper 
authorship

Divided 
publication / 
Salami science

No consent of 
research 

participants

Fabrication Plagiarism Overlapping
publication

Selective/non‐
publication

Research 
participant 
protection
(Research 
ethics)

Scientific misconduct Publication ethics
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Analysis and writing Reporting and publishing

Research integrity COI
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Scientific Misconduct

Fabrication

Creating data and research results that do not exist

Falsification

Altering or forging data, images or research results

Plagiarism

Using the ideas, data and research results of others 

without the appropriate citation

13

F F P

In order not to be considered as 
falsification

Trimming of image data
Editing of digital images

<Measures>

Submit the original image

Data dredging
Findings from secondary analysis

<Measures> 

Clarify the findings as exploratory results from secondary 
analysis.

14

In order not to be considered as 
plagiarism

Patch writing
The use of good English expressions by non‐native English 
authors to make their sentences look better.

⇒This is considered plagiarism in the West (detected by text 
checking software) 

<Measures>

1. Put quotation marks if using a word for word quote

2. Cite the reference if rewriting in your own words

15

In order not to be considered as 
plagiarism

Self‐plagiarism
Re‐submitting a work of yours that has been published 
previously without disclosing this fact to the new editors and 
readers is considered potential duplicate publication and 
potential copyright infringement

⇒Experts repeat their writings

<Measures>

Inform the new editor of the original publication just in case, and 
cite it as a reference

16

Determination of FFP is difficult

Did the author inadvertently forget to make a citation
(honest error)? Was it deliberate? Cases are often not 
spelled out in black and white.

Fraud is nothing for you to be concerned with?
You can't assume that you won't be suddenly 
suspected of fraud one day.

<Measures>
1. First, consult with a trusted faculty member or friend
2. Create research notes to detail the research process
Research notes prove that the data is yours, and also serve as a 
means of defense should you be suspected of fraud 17

What are misconduct issues in research?

Unethical
study design

Improper 
analysis

Falsification Improper
authorship

Divided 
publication / 
Salami science

No consent of 
research 

participants

Fabrication Plagiarism Overlapping 
publication

Selective/non‐
publication

Research 
participant 
protection
(Research 
ethics)

Scientific misconduct Publication ethics

18
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Analysis and writing Reporting and publishing

Research integrity COI
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Publication ethics

The ICMJE recommends that authorship be based on
the following 4 criteria
1. Substantial contributions to the conception or design of the
work; or the acquisition, analysis, or interpretation of data for
the work; AND

2. Drafting the work or revising it critically for important
intellectual content; AND

3. Final approval of the version to be published; AND

4. Agreement to be accountable for all aspects of the work in
ensuring that questions related to the accuracy or integrity of
any part of the work are appropriately investigated and resolved.

19

International Committee of Medical Journal Editors (ICMJE) 
recommendations (2014) 

Publication ethics

Overlapping publication

1. Duplicate submission

The same paper must not be submitted to multiple journals at 
the same time.

2. Duplicate publication

Papers that largely overlap with published papers (but perhaps 
have some added unpublished data, for example) must not be 
published without a clear reference to previously published 
papers.

20

Publication ethics

The six conditions under which secondary publication
(translations, etc.) is permitted

1. The understanding of the editors of both journals has been obtained

2. The priority of first edition is respected, and arrangements are made

for the publication time with both editors

3. The publications have a different readership and language

4. The data and interpretation of the first edition is faithfully reflected

5. A footnote on the title page of the secondary publication indicates

that it is a parallel publication, and its bibliographic information as a

temporary publication is clarified

6. If published in the MEDLINE journal listing, it is not cited or

registered as a translated edition (secondary publication)
21

Publication ethics

Divided publication / Salami science
Dividing the findings that belong to the same database into as 
many publishable papers as possible without indicating the 
findings are from the same project

<Measures>

For subgroup analysis of large‐scale projects, clarify the project 
name and the clinical trial registration number

Selective/non‐publication (cherry picking) 
Only focusing on results with statistical significance for the main 
analysis

<Measures>

Publish the research plan (protocol), clinical trial registration
22

What are misconduct issues in research?

Unethical
study design

Improper 
analysis

Falsification
Falsification
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authorship 
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Scientific misconduct Publication ethics

23

Research plan

Implementation

Analysis and writing Reporting and publishing

Research integrity COI

Conflict of Interest
(Conflict of interest：COI) 

In their research, reviews, evaluations, judgments and other
scientific activities, scientists shall pay sufficient heed to the
presence of conflicts of interest between individuals and
organizations, or between different organizations, and shall
properly address problems paying all due attention to the public
interest.

(Science Council of Japan ‐ Code of Conduct for Scientists, revised 2013) 

A conflict of interest exists when professional judgment
concerning a primary interest (such as the validity of research)
may be influenced by a secondary interest (such as financial
gain)

(ICMJE, recommendations, 2014) 
(http://www.icmje.org/icmje‐recommendations.pdf) 

24
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Conflict of Interest (COI) 

COI does not only include financial interests

→ Reviewers must not use knowledge obtained from 
reviewed papers prior to their publication for their own 
benefit

COI does not amount to misconduct on its own 
⇒Proper disclosure

COI reporting and ensuring transparency → ensuring 
the reliability of the study

25

Kyoto University Conflict of Interest Management 
Regulations

Instruction No. 79 issued on January 21, 2014

A “Conflict of Interest” is described as follows:
a) The inhibition of the university's social responsibility due to prioritizing
the benefit obtained from companies, etc. along with the university's
involvement in joint ventures with these companies, etc. (hereinafter,
"Industry, government and academia collaborative activities")

b) The inhibition of a faculty member's performance of his/her proper
duties in the university due to prioritizing the benefit obtained by him/herself
or by companies, etc. as a result of receiving benefits from companies, etc.
such as implementation fees, part‐time remuneration and unlisted stocks
along with his/her involvement in industry, government and academia
collaborative activities.

c) The inhibition of a faculty member's performance of his/her proper
duties in the university due to prioritizing the work performance
responsibilities owed to the companies, etc. for which he/she performs part‐
time work.

(http://www.kyoto‐u.ac.jp/uni_int/kitei/reiki_honbun/w002RG00001171.html) 

26

Code of Conduct for Scientists 
Science Council of Japan, revised 2013

(Research Activities)
Scientists shall act with integrity according to the spirit of
this Code of Conduct in drafting, planning, applying for,
implementing, and reporting their own research. By
reporting their research results through such means as
papers, scientists shall take responsibility as well as
obtaining recognition for their achievements in accordance
with the role that they played. Scientists shall ensure that
research and survey data are recorded, stored and
rigorously handled, and not only refrain themselves from
any misconduct such as fabrication, falsification or
plagiarism, but also refrain from aiding or abetting such
misconduct.

27

Review questions: What is the problem?

28

Summerlin case (1974)

In 1974, William Summerlin, working in the immunology
department of the Sloan‐Kettering Institute for Cancer
Research, reported that he could transplant tissue from
genetically unrelated animals without rejection.

Summerlin demonstrated his claims by showing white mice
that had black patches of "transplanted skin" on their backs.
However, it was revealed that these "transplanted patches"
were actually drawn on the skin of the mice with a felt‐
tipped marker.

(Lang, Synergy, 2012) 

Fabrication

29

Alsabti case (1977)

Elias Alsabti worked in various U.S. research institutions, and
reworked articles from lesser known scientific journals into
entries that he submitted for publication elsewhere.

His aim was to get ahead by accumulating a long list of
publications in order to have a decorated scientific career
similarly to many other scientists.

His plagiarism continued for three years.

However, his hasty approach of carelessly stealing papers
word for word finally led to his downfall. Perhaps if he had
been more careful, his plagiarism would never have been
detected.

(Broad, Kodansha, 2014)

30

Plagiarism
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Synthroid case (1997) 

The manufacturer of Synthroid, a thyroid hormone formulation
for hypothyroidism patients, supported a study to favorably
compare Synthroid with its generic counterparts. However, the
results of the study were not as favorable as expected.
To prevent the publication of the results, the manufacturer relied
on a clause in its agreement with the researcher requiring the
permission of the company to publish the results. The
researcher's employer, the University of California, ordered the
researcher to withdraw the paper, fearing expensive and
protracted litigation.
The manufacturer made $800 million from Synthroid in the next
6 years before the paper was eventually published.

(http://www.nytimes.com/1997/04/16/us/drug‐firm‐relenting‐allows‐unflattering‐study‐to‐
appear.html?pagewanted=2 ) (Lang, Synergy, 2012) 

31

Non‐publication

The Millikan‐Ehrenhaft controversy (1913)

Millikan, a Nobel Prize winning physicist, first measured the
elementary electric charge, that of the electron.
Ehrenhaft, on the other hand, pointed out that his statement
that an auxiliary electron with minute electrical charge exists has
been backed up by these results.
To rebut Ehrenhaft, and prove that single electrical charge is
more suitable, Millikan published more accurate results.
Gerald Holton, a Harvard University historian, later discovered
discrepancies between the laboratory notebook of Millikan and
the published data.
In Millikan’s laboratory notes there were measurements for 140
droplets, whereas the published results in 1913 state
emphatically that there were measurements for 58 droplets.

(Broad, Kodansha, 2014) 

32

Selective 
publishing

Gelsinger case (1999)
Jesse Gelsinger, an 18 year‐old boy who suffered from ornithine transcarbamylase
deficiency, joined a clinical trial on gene therapy run by the University of
Pennsylvania.
He died of multiple organ failure resulting from the use of the viral vector used to
transport the gene into his cells.
An investigation concluded that the scientists involved in the trial broke several
rules of conduct:

• Gelsinger's health condition was not good, and that should have led to his
exclusion from the trial;

• There was no mention of serious adverse events in the consent form;

• The research organization failed to perform its obligation to present
information such as the risks and rewards from participation in the trial,
and induced patients to join the trial inappropriately

The co‐investigator Dr. M. Wilson, was a founder and shareholder of the research
sponsor, and both he and the university made huge stock profits.

(Iwao  Goma, Journal of Kyoto Prefectural University of Medicine, 
2011) 

(http://www.washingtonpost.com/wp‐srv/WPcap/1999‐11/21/101r‐112199‐idx.html) 

33

COI / research 
participant 
protection

Schön scandal (Bell Labs) (1998‐2002)

Schön, a young researcher at Bell Labs, briefly rose to prominence
after a series of apparent breakthroughs, namely, the discovery of
superconductivity using organic crystals and the development of
electronic elements. Within a short period of time, he published many
papers in the journals Science and Nature, etc.
At times, he was listed as an author on an average of one newly
published research paper every two weeks.
It was even rumored he would be awarded a Nobel Prize as a genius
physicist.
An anonymous phone call to "compare the graphs in two of Schön's
papers" led to the discovery of misconduct from the fact that there
were two sets of experimental data which closely resembled one
another, down to the curve, and that could not be reproduced with
additional tests.

(Broad, Kodansha, 2014) 

34

Fabrication / falsification

Kornak case (2002) 

Paul H. Kornak, a Stratton VA Medical Center (New York)
oncology program research officer, posed as a doctor from
1999 to 2002 and falsified patient data to allow patients
excluded from the eligibility criteria to be registered in
studies.

He falsified the blood biochemical examination of a 78‐year
old patient to hide his abnormal liver and renal function.

The patient died after the administration of the
investigational drug, and Kornak was subjected to criminal
penalties for accidental homicide.

(Lang, Synergy, 2012) 
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Research participant protection / falsification

Topics to be Discussed

1. The concept of research integrity at Kyoto     
University

2. What are misconduct issues in research?
1)  The protection of research participants (the vulnerable)
2)  Scientific misconduct
3)  Publication ethics
4)  Conflict of Interest
5)  Review questions: What is the problem?

3. "What should I do?": Learning from case studies
4. Initiatives of Kyoto University

36
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Group Work Project
It was arranged that I was going to meet Prof. Yamada (a tentative name) after an 
extended period of time. He was an associate professor of a medical university in 
Tokyo.
I make it a practice to read their recent research articles before I meet people like 
professors, doctors, and so on.  

That was the very figure I had presented at a poster session of an academic 
conference held in Taipei.
(I felt as if my hands holding the paper have frozen with the shock)

I haven't heard anything about his study 
for a long time, but what is he working on 
at present?

Ho‐hum, it's a bit surprising 
he published on subjects 
outside his field of expertise
as well ...

Huh?... What? This figure...
totally the same, even three digits after the 
decimal point. No quotation... Is he a co‐
researcher?.... No!

37

"If you were in my position,
what would you do?

• Discuss what you would specifically do.

• Designate the one who presents the thought 
of your group.

• Your group presentation should be done 
within 3 minutes.

• The group discussion can be made until  .

38

I recollected myself, and I decided to consult with a clinical medical advisor. He told me 
off and said,

“It was your mistake to distribute the handouts of
the poster". So I was the one who was wrong…

My supervisor was hospitalized at that time. 
So, I talked to the Dean of the graduate school. "... Without doubt, they are your 
research findings. 

But I don't know what to do", he said
with a sad face.

(I felt quite sad and disheartened)
I had something to talk about with Prof. N. in Kyoto. So, I got in touch

with him.
I blurted out such a personal matter in the email, saying, "I am so discouraged
because this and that happened to me".

Immediately after that, I received a reply email from Prof. N, saying, "Prof. M, I am N at 
the graduate school of medicine at Kyoto University.

Please fax your paper and the handout immediately. 
Thank you very much".

39

And then, I sent the fax.

Prof. N sent the return email, which I received. That was a long mail.

"This figure was indeed taken out of the poster handout," he said. 

There were four specific measures that were prioritized.

The appointment to meet Prof. Yamada was canceled.

Not I, but the supervisor sent “an inquiry letter” (In fact, the Dean of the   

graduate school was the one who wrote the letter

because the supervisor was hospitalized at that time) 

to the chief editor of the journal.  It was certainly an inquiry

with the fact laid down.

Result:  Four months later, a small correction notice was posted in a 
colophon of the journal, saying that the figure was quoted 

from the research findings from survey M.

40

Topics to be Discussed

1. The concept of research integrity at Kyoto 
University

２. What are misconduct issues in research?
1) Protection of research participants (vulnerable ones)
2) Scientific misconduct
3) Publication ethics
4) Conflict of Interest:  (COI)
5) Review Question: What is the problem?

３. "What should I do?" ： Learning from case studies
４. Initiatives of Kyoto University

41

Initiatives of Kyoto University

Faculty of Medicine, Graduate School of Medicine

Those who do not attend a lecture of the clinical 

research seminar that is held once a year will 

not be allowed to submit their research 

proposal to the medical ethics committee (e‐

learning is also available). The seminar targets 

only the teaching  staff who are in a position to  

submit the proposal to the committee.
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43
（http://www.kyoto‐u.ac.jp/ja/about/organization/other/revision/documents/h26/t59‐26‐2.pdf）

Rules regarding the promotion of research 
integrity at Kyoto University(As of March 1,2015) (Reception Desk)

Article 9   In response to reports or consultations about alleged misconduct in 
research activities ("consultation" defined here is the one with an 
uncertainty about the relevant fact of the misconduct. Hereinafter,  
"report (ing) and the like"), the reception desk shall be set up at Research 
Promotion Department and each bureau of the International Research 
Division.

(Methods of Reporting, and the like)
Article 11  The report shall be, in principle, made in writing (including a fax and an email.  

Hereinafter the same shall apply) and submitted or sent to the reception desk.

The writing referred in the preceding paragraph shall, in principle, indicate the name of the 
reporter and the matters listed in the following items.

(1) The name (s) of the teaching staff or the group, and the like who allegedly committed 
misconduct in a research activity.

(2) Detailed content of the misconduct in the research activity

(3) A scientific and rational reason (s) that proves the act in the research activity to be 
fraudulent

3. In the case of incomplete information stated in each item under the preceding paragraph, 
the reception desk shall give the reporter instructions to correct the concerned writing.
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（http://www.kyoto‐u.ac.jp/uni_int/kitei/reiki_honbun/w002RG00001165.html）

Research integrity and ethics affect the whole 
process of the research, such as design, planning, 
implementation and publishing.

Keep constant awareness of research 
integrity/ethics as "your primary concern".

As a researcher 

of Kyoto University,

conduct research

with "High Integrity"!
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Aspir
ation

Preven
tion

Building a 
mechanism for "High 
Integrity" research

Prevention
of research 
misconduct
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京
都
大
学
 研
究
公
正
委
員
会

京
都

大
学

は
「

研
究

の
自

由
と

自
主

を
基

礎
に

、
高

い
倫

理
性

を
備

え
た

研

究
活

動
に

よ
り

、
世

界
的

に
卓

越
し

た
知

の
創

造
を

行
う

」
こ

と
を

研
究

に
お

け
る

基
本

理
念

と
し

て
い

ま
す

。
20

14
年

、
文

部
科

学
省

は
「

研
究

活
動

に
お

け
る

不
正

行
為

へ
の

対
応

等
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」（

平
成

26
年

8
月

26

日
、

文
部

科
学

大
臣

決
定

）
を

制
定

し
ま

し
た

。
こ

の
機

を
捉

え
、

京
都

大
学

で
学

術
研

究
活

動
に

携
わ

る
全

て
の

皆
さ

ま
へ

、
研

究
公

正
に

関
し

て
改

め
て

ご
留

意
い

た
だ

く
た

め
本

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

ま
し

た
。

学
術
研
究
活
動
に
お
け
る
行
動
規
範

日
本

学
術

会
議

は
、

す
べ

て
の

学
術

分
野

に
共

通
す

る
科

学
者

の
行

動
規

範
に

つ
い

て
声

明
を

出
し

て
お

り
（「

科
学

者
の

行
動

規
範

－
改

訂
版

－
」（

平
成

25
年

））
、

そ
の

中
で

、
科

学
及

び
科

学
者

の
責

務
に

つ
い

て
以

下
の

よ
う

に
述

べ
て

い
ま

す
。

科
学

は
、

合
理

と
実

証
を

旨
と

し
て

営
々

と
築

か
れ

る
知

識
の

体
系

で
あ

り
、

人

類
が

共
有

す
る

か
け

が
え

の
な

い
資

産
で

も
あ

る
。

ま
た

、
科

学
研

究
は

、
人

類
が

未

踏
の

領
域

に
果

敢
に

挑
戦

し
て

新
た

な
知

識
を

生
み

出
す

行
為

と
い

え
る

。

一
方

、
科

学
と

科
学

研
究

は
社

会
と

共
に

、
そ

し
て

社
会

の
た

め
に

あ
る

。
し

た

が
っ

て
、

科
学

の
自

由
と

科
学

者
の

主
体

的
な

判
断

に
基

づ
く

研
究

活
動

は
、

社
会

か
ら

の
信

頼
と

付
託

を
前

提
と

し
て

初
め

て
社

会
的

認
知

を
得

る
。

【
科
学
者
の
基
本
的
責
任
】

科
学

者
は

、
自

ら
生

み
出

す
専

門
知

識
や

技
術

の
質

を
担

保
す

る
責

任
を

有
し

、

さ
ら

に
自

ら
の

専
門

知
識

、
技

術
、

経
験

を
活

か
し

て
、

人
類

の
健

康
と

福
祉

、
社

会
の

安
全

と
安

寧
、

地
球

環
境

の
持

続
性

に
貢

献
す

る
と

い
う

責
任

を
有

す
る

。

【
科
学
者
の
姿
勢
】

科
学

者
は

、
常

に
正

直
、

誠
実

に
判

断
、

行
動

し
、

自
ら

の
専

門
知

識
・

能
力

・

技
芸

の
維

持
向

上
に

努
め

、
科

学
研

究
に

よ
っ

て
生

み
出

さ
れ

る
知

の
正

確
さ

や
正

当
性

を
科

学
的

に
示

す
最

善
の

努
力

を
払

う
。

●
京
都
大
学
の
教
職
員
像
【
抜
粋
】

京
都

大
学

で
は

教
職

員
像

を
定

め
、

全
て

の
教

職
員

に
高

い
倫

理
性

を
求

め
て

い

ま
す

。 ▼京
都

大
学

の
教

職
員

は
、

基
本

理
念

の
下

に
、

そ
の

将
来

像
の

実
現

に
向

け
て

、

教
育

、
研

究
、

支
援

業
務

、
大

学
・

部
局

の
運

営
の

そ
れ

ぞ
れ

に
お

い
て

自
ら

の
使

命
を

自
覚

し
、

そ
の

職
責

の
遂

行
に

全
力

を
尽

く
す

。

▼教
職

員
は

、
最

善
の

努
力

を
傾

け
て

、
教

育
・

研
究

の
双

方
に

お
い

て
能

う
限

り
の

高
い

水
準

を
目

指
す

。
学

問
の

自
由

は
、

こ
れ

を
遂

行
す

る
た

め
の

も
っ

と
も

基
本

的
な

要
件

で
あ

り
、
社

会
規

範
や

倫
理

に
十

分
な

配
慮

を
払

い
つ

つ
、

教
育

・
研

究
の

す
べ

て
の

場
に

お
い

て
尊

重
さ

れ
る

。

▼教
育

は
、

学
術

・
文

化
の

継
承

と
個

々
の

学
生

の
能

力
開

発
・

人
格

育
成

の
営

み
で

あ
り

、
そ

の
実

施
に

お
い

て
教

職
員

は
、

性
、

民
族

、
宗

教
な

ど
に

よ
る

差
別

を
し

て
は

な
ら

な
い

。
研

究
は

、
学

術
・

文
化

の
発

展
と

人
理

共
通

の
知

的
財

産
の

蓄
積

に
資

す
べ

き
営

み
で

あ
り

、
そ

の
推

進
に

お
い

て
教

職
員

は
、

高
い

倫
理

性
と

清
廉

性
を

保
持

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

●
科
学
と
は

●
科
学
者
の
責
務

文
部

科
学

省
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

で
は

、「
捏

造
」、

「
改

ざ
ん

」
及

び
「

盗
用

」

を
特

定
不

正
行

為
と

定
義

し
て

い
ま

す
。

京
都

大
学

で
も

こ
れ

ら
を

「
研

究
活

動
上

の
不

正
行

為
」

と
定

義
し

て
い

ま
す

。

捏
造
（
Fa
br
ic
at
io
n）

存
在
し
な
い
デ
ー
タ
、
研
究
結
果
等
を
作
成
す
る
こ
と
。

例
）
期
待
し
た
実
験
結
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
画
像
を
切

り
貼
り
し
て
架
空
の
画
像
を
作
り
、
論
文
上
で
発
表
し
た
。

改
ざ
ん
（
Fa
ls
ifi 
ca
tio
n）

研
究
資
料
・
機
器
・
過
程
を
変
更
す
る
操
作
を
行
い
、
デ
ー
タ
、

研
究
活
動
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
等
を
、
真
正
で
な
い
も
の
に

加
工
す
る
こ
と
。

例
）
複
数
回
の
実
験
デ
ー
タ
の
う
ち
、
都
合
の
悪
い
デ
ー
タ
を
削

除
し
て
、
推
論
に
合
う
よ
う
に
加
工
し
た
グ
ラ
フ
を
作
成
し
て
発

表
し
た
。

盗
用
（
P
la
g
ia
ri
s
m
）

他
の
研
究
者
の
ア
イ
デ
ア
、分
析
・
解
析
方
法
、デ
ー
タ
、研
究
結
果
、

論
文
又
は
用
語
を
、
当
該
研
究
者
の
了
解
も
し
く
は
適
切
な
表
示

な
く
流
用
す
る
こ
と
。

例
）イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た
他
人
の
論
文
の
一
部
を
コ
ピ
ー

し
て
、
出
所
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
自
分
の
論
文
に
そ
の
ま
ま
貼
り

付
け
て
発
表
し
た
。

▼上
記

の
他

に
、

二
重

投
稿

や
不

適
切

な
オ

ー
サ

ー
シ

ッ
プ

等
が

、
研

究
者

倫
理

に
反

す
る

行
為

と
し

て
、

多
く

の
学

術
誌

の
投

稿
規

程
等

に
お

い
て

禁
止

さ
れ

て
い

ま
す

。

▼生
デ

ー
タ

や
実

験
ノ

ー
ト

等
の

研
究

の
記

録
や

実
験

試
料

等
を

一
定

期
間

保
存

し
、

適
切

に
管

理
、

開
示

す
る

こ
と

は
、

不
正

行
為

の
抑

止
や

、
研

究
者

が
万

一
不

正
行

為
の

疑
い

を
受

け
た

場
合

に
そ

の
自

己
防

衛
に

資
す

る
こ

と
の

み
な

ら
ず

、
研

究
成

果
を

広
く

科
学

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
間

で
共

有
す

る
上

で
も

有
用

で
す

。
京

都
大

学
で

は
、

特
段

の
事

情
が

あ
る

場
合

を
除

き
、

当
該

論
文

の
発

表
後

少
な

く
と

も
10

年
間

研
究

の
記

録
を

保
存

す
る

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
部

局
内

規
等

の
ル

ー
ル

や
、

研
究

上
の

監
督

者
・

指
導

者
が

示
す

研
究

デ
ー

タ
保

存
計

画
に

従
っ

て
適

切
に

保
存

し
て

く
だ

さ
い

。

研
究
公
正
推
進
体
制

各
委

員
会

及
び

責
任

者
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン
は

以
下

の
通

り
で

す
。

【
研
究
公
正
委
員
会
】

▼公
正
な
研
究
活
動
の
推
進
等
に
係
る
方
策
の
策
定
お
よ
び
そ
の
改
善
に
関
す
る
こ
と

▼関
係
部
局
と
協
力
し
、
不
正
の
発
生
要
因
に
対
す
る
改
善
策
を
講
じ
る
こ
と
等

学
術
研
究
活
動
に
お
け
る
不
正
行
為
と
は
？

●
京
都
大
学
に
お
け
る
公
正
な
研
究
活
動
の
推
進
等
に
関
す
る
規
程

 
（
H
27
.2
.2
4
制
定
　
H
27
.3
.3
1・
H
28
.3
.3
1・
H
30
.3
.2
8
改
正
）

　
ht
tp
:/
/w
w
w
.k
yo
to
-u
.a
c.
jp
/j
a/
re
se
ar
ch
/e
th
ic
/r
es
ea
rc
h_
gu
id
e

●
組
織
体
制

【
研
究
公
正
推
進
委
員
会
】

▼公
正
な
研
究
活
動
の
推
進
等
の
具
体
的
な
企
画
立
案
及
び
そ
の
実
施

▼研
究
公
正
推
進
方
策
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
の
検
討

ht
tp
://
w
w
w
.k
yo
to
-u
.ac
.jp
/j
a/
re
se
ar
ch
/e
th
ic
/r
es
ea
rc
h_
gu
id
e

【
研
究
公
正
調
査
委
員
会
】

▼通
報
等
へ
の
対
応

【
研
究
公
正
部
局
責
任
者
】

▼部
局
に
お
け
る
公
正
な
研
究
活
動
の
総
括

▼部
局
の
研
究
公
正
教
育
・
体
制
整
備

通
報
窓
口

研
究
不
正
を
万
が
一
見
か
け
た
場
合
は
各
部
局
及
び
本
部
通
報
受
付
窓
口
へ
！

【
各
部
局
窓
口
】

ht
tp
://
w
w
w
.ky
ot
o-u
.ac
.jp
/ja
/r
es
ea
rc
h/
et
hi
c/
re
se
ar
ch
_g
ui
de
/m
ad
og
uc
hi

【
本
部
窓
口（
京
都
大
学
研
究
推
進
部
研
究
倫
理・
安
全
推
進
室
）】

以
下
の
通
報
受
付
フ
ォ
ー
ム
か
ら
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ht
tp
s:/
/u
.k
yo
to
-u
.jp
/w
y-
lt

　
  京
都
大
学
H
P
ホ
ー
ム
>
研
究
・
産
官
学
連
携
＞
研
究
倫
理
・
生
命
倫
理
＞

研
究
活
動
指
針
等
＞
研
究
活
動
上
の
不
正
行
為
に
関
す
る
通
報
、
告
発
等
の

受
付
窓
口
　

　
〒
60
6-
85
01
 京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
T
EL
：
07
5-
75
3-
24
98
　
FA
X
：
07
5-
75
3-
24
98

　
E-
m
ai
l :
 k
en
ky
u-
fu
se
i@
m
ai
l2
.ad
m
.k
yo
to
-u
.ac
.jp

　
※
通
報
は
書
面・
顕
名
を
原
則
と
し
て
受
付
。
相
談
は
電
話
で
も
可
。

　
※
  フ
ォ
ー
ム
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
問
題
等
か
ら
、
フ
ァ
イ
ル
等
の
添
付
が

で
き
ま
せ
ん
。
資
料
等
を
送
付
す
る
場
合
に
は
、
郵
便
も
し
く
は
FA
X

等
の
他
の
方
法
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

▼不
正
行
為
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
学
内
処
分
（
懲
戒
、
減
給
、
厳
重
注
意

等
の
指
導
監
督
措
置
等
）
お
よ
び
配
分
機
関
か
ら
の
処
分
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
そ
の
他
調
査
体
制
等
、
詳
細
は
以
下
の
U
RL
よ
り
規
程
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ht
tp
://
w
w
w
.k
yo
to
-u
.ac
.jp
/j
a/
re
se
ar
ch
/e
th
ic
/r
es
ea
rc
h_
gu
id
e

教
員
、
研
究
者
お
よ
び
大
学
院
生
を
主
な
受
講
対
象
者
と
し
て
、
研
究
公
正

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
以
下
の
U
RL
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ht
tp
://
w
w
w
.k
yo
to
-u
.ac
.jp
/j
a/
re
se
ar
ch
/e
th
ic
/r
es
ea
rc
h_
gu
id
e/
ke
ns
yu

常
勤
の
研
究
者
を
主
な
対
象
と
し
て
、
剽
窃
検
知
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル

（
iT
he
nt
ic
at
e）
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
以
下
の
U
RL
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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w
w
w
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ot
o-u
.ac
.jp
/ja
/r
es
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h/
et
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c/
re
se
ar
ch
_g
ui
de
/it
he
nt
ica
te

研
究
公
正
研
修
に
つ
い
て

研
究
公
正
の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
に
つ
い
て

こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

京
都
大
学
研
究
推
進
部
研
究
推
進
課
研
究
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
掛

TE
L:
 0
7
5
-7
5
3
-2
6
0
3
　
FA
X
: 0
7
5
-7
5
3
-2
0
4
2

E-
m
ai
l: 
co
m
pl
ia
nc
e@
m
ai
l2
.a
dm
.k
yo
to
-u
.a
c.
jp

責
任
あ
る
学
術
研
究
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あ
る
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の
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め
に
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動
の
た
め
に

◆
学
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け
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行
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規
範
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学
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研
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ー
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se

ar
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京
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わ
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全
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皆
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究
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研
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責
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推
進
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副
総
括
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：
研
究
倫
理

・
安
全
推
進
担
当
副
学
長



K
yoto U

niversity has certain ideals for its faculty 
m

em
bers, and dem

ands a high level of ethics from
 them

.

▼In accordance w
ith K

yoto U
niversity’s basic 

principles, faculty and staff m
em

bers m
ust be aw

are 
of their duties

tow
ards education, research, support 

services, and m
anagem

ent of the university, and 
strive to fulfi ll their obligations.

▼Faculty and staff m
em

bers m
ust strive to aim

 for 
the highest standard of education and research. 
A

cadem
ic freedom

 is the m
ost basic prerequisite 

to accom
plish this and m

ust be prioritized in 
educational and research fi elds, w

ith consideration 
of social norm

s and ethics.

▼E
ducation is the transm

ission of learning and 
culture, and develops students’ abilities and 
personalities. Faculty and staff m

em
bers shall 

not discrim
inate against students on the basis of 

gender, race, or religion. R
esearch aim

s tow
ards 

the developm
ent of learning and culture, and 

contributes to the accum
ulation of know

ledge. The 
prom

otion of research by faculty and staff m
em

bers 
m

ust be founded on a strong sense of m
orality and 

integrity.

A
ccording to the M

E
XT guidelines, m

isconduct is 
defi ned as “fabrication,” “falsifi cation,” or “plagiarism

,” 
and K

yoto U
niversity also defi nes these acts as “research 

m
isconduct”. 

Fa
b

rica
tio

n

M
aking up data or research results that do not 

otherw
ise exist.

E
xam

ple: C
reating fake results by cutting and 

pasting the results of another’s thesis into one’s 
ow

n, sim
ply because the expected results w

ere 
not obtained.

Fa
lsifica

tio
n

C
reating false data or research results by 

altering research m
aterials, equipm

ent, or 
processes.

E
xam

ple: D
eleting inconvenient data from

 
m

ultiple experim
ent results, and publishing a 

thesis w
ith graphs dem

onstrating only the data 
that agrees w

ith the hypothesis.

Pla
g

ia
rism

B
orrow

ing ideas, analytical m
ethodology, data, 

research results, papers, or w
ords w

ithout 
perm

ission or appropriate acknow
ledgem

ent of 
the original researchers.

E
xam

ple: C
opying a portion of som

eone else’s 
w

ork found on the internet, w
ithout noting the 

appropriate source.

●
A

 M
odel for Faculty and Staff at Kyoto U

niversity

W
hat Constitutes Misconduct in Academic Research?

▼In addition to the above, duplicate publications, 
im

proper authorships, and so forth are also a breach 
of researcher ethics and are prohibited by rules of 
subm

ission by m
any academ

ic journals.

▼Storage of raw
 data, experim

ent notes, other 
research records, m

aterials used in experim
ents, 

appropriate m
anaging records, and disclosing 

records as deem
ed necessary are all useful not only 

for preventing m
isconduct but also for one’s self-

defense w
hen accused of suspicious activities. It 

is also useful for inform
ation sharing am

ong the 
broader scientifi c com

m
unity. A

t K
yoto U

niversity, 
research records are m

aintained for at least 10 
years after the presentation of the research results, 
except for under special circum

stances. Faculty and 
Staff shall preserve research data for the period 
stipulated by the supervisors in accordance w

ith the 
data preservation plan.

E
ach com

m
ittee m

em
ber and responsible party has the 

follow
ing m

issions:

Resea
rch

 In
teg

rity C
o
m

m
ittee

▼Form
ulates policies to prom

ote and im
prove 

research integrity

▼C
ooperates w

ith related departm
ents, and devises 

m
easures to curb factors that potentially lead to 

m
isconduct 

Resea
rch

 In
teg

rity Pro
m

o
tio

n
 C

o
m

m
ittee

▼Form
ulates action plans prom

oting research 
integrity

Prom
oting Research Integrity 

●
  Pro

m
o

tin
g

 R
e

se
a

rch
 In

te
g

rity R
e

g
u

la
tio

n
 

o
f K

yo
to

 U
n

ive
rsity

(A
s o

f M
a
rch

 2
8
,2

0
1
8
)

  h
ttp

://w
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rch
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u
id
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●
   Th

e o
rg

a
n

iza
tio

n
 fo

r p
ro

m
o
tin

g
 resea

rch
 

in
teg

rity

Research Integrity Investigation C
om

m
ittee

▼R
esponds to reports of m

isconduct 

D
ep

a
rtm

en
ta

l Resea
rch

 In
teg

rity O
fficer

▼Prom
otes principles of research integrity and the 

orderly conduct of research

▼If you should discover m
isconduct around 

you, please report it to the inquiry desks at 
each departm

ent or the university’s central 
adm

inistration.
In

q
u

iry d
esks a

t ea
ch

 d
ep

a
rtm

en
t

http://w
w

w.kyoto-u.ac.jp/en/research/ethic/research_
guide/hotlines

Inquiry at the university’s central adm
inistration

Please use the dedicated form
 in the follow

ing U
R

L.
https://u.kyoto-u.jp/w

y-lt
R

esearch E
thics Safety Prom

otion O
ffi ce, R

esearch 
Prom

otion D
epartm

ent, K
yoto U

niversity
Yoshida-honm

achi, Sakyo-ku, K
yoto 606-8501

FAX:  075-753-2498
E-m

ail:  kenkyu-fusei@m
ail2.adm

.kyoto-u.ac.jp

▼If m
isconduct is found, the researcher w

ill 
be subject to university penalties (salary cut, 
reprim

and, or other disciplinary action) and the 
funding organizations’ penalties. For m

ore details, 
please refer to K

yoto U
niversity’s regulations at the 

follow
ing U

R
L:

    http://www.kyoto-u.ac.jp/en/research/ethic/research_guide

K
U

 conducts R
esearch Integrity Training w

ith faculty 
and staff, researchers, and graduate students as m

ain 
applicants.

For m
ore details, please refer to the follow

ing U
R

L:
http://w

w
w.kyoto-u.ac.jp/en/research/ethic/research_

guide/kensyu

K
U

 has introduced a plagiarism
 detection online tool 

“iThenticate” m
ainly for full-tim

e researchers.
For m

ore details, please refer to the follow
ing U

R
L:

http://w
w

w.kyoto-u.ac.jp/ja/research/ethic/research_
guide/ithenticate

Research Integrity H
otlines

Research Integrity Training

Research Integrity O
nline Tool

In
q

u
iries reg

a
rd

in
g

 th
is lea

flet sh
o

u
ld

 
b

e d
irected

 to
:

Research Prom
otion D

ivision, Research Prom
otion 

D
epartm

ent, Kyoto U
niversity

Tel: 075-753-2603 Fax: 075-753-2042
E-m

ail: com
pliance@

m
ail2.adm

.kyoto-u.ac.jp

K
yoto U

niversity’s guiding principle in research is 
“the creation of know

ledge unsurpassed throughout 
the w

orld, through highly ethical research based on 
freedom

 of and autonom
y in research.” In 2014, the 

M
inistry of E

ducation, C
ulture, Sports, Science and 

Technology (M
E

XT) established “G
uidelines for D

ealing 
w

ith R
esearch M

isconduct” (A
ugust 26, 2014, M

E
XT 

M
inister). K

yoto U
niversity took that opportunity to 

create this leafl et regarding research integrity in order 
to raise aw

areness am
ong those involved in academ

ic 
research at the university.

The Science Council of Japan has published a statem
ent 

regarding a code of conduct com
m

on to scientists in every 
fi eld (“C

ode of C
onduct for Scientists,” R

evised Version, 
2013). This statem

ent asserts the follow
ing about science 

and the duties of scientists.

Science is a system
 of know

ledge based on the principles 
of reason and em

pirical proof that is assiduously built 
up over tim

e, and constitutes an irreplaceable com
m

on 
asset of all hum

anity. Scientifi c research is an act that 
creates new

 know
ledge by boldly pursuing the challenges 

of unknow
n fi elds.

Science and scientifi c research exist both w
ith and for 

society. Therefore, research activities based on scientifi c 
freedom

 and the subjective judgm
ents of scientists only 

gain social recognition once they are prem
ised upon 

public trust and the m
andate of the people.

Ba
sic resp

o
n

sib
ilities o

f scien
tists

Scientists shall recognize that they are responsible for 
assuring the quality of the specialized know

ledge and 
skills that they them

selves create, and for using their 
expert know

ledge, skills and experience to contribute 
to the health and w

elfare of hum
ankind, the safety and 

security of society and the sustainability of the global 
environm

ent.

A
ttitu

d
e o

f scien
tists

Scientists shall alw
ays m

ake judgm
ents and act 

w
ith honesty and integrity, endeavoring to m

aintain 
and im

prove their ow
n expertise, abilities and skills, 

and shall m
ake the utm

ost effort to scientifi cally and 
objectively dem

onstrate the accuracy and validity of the
know

ledge they create through scientifi c research.

Code of Conduct for Academ
ic Research

●
W

h
a
t is scien

ce?

●
Th

e resp
o
n

sib
ilities o

f scien
tists

Presid
en

t

Research Integrity 
Prom

otion C
om

m
ittee

Resea
rch

 In
teg

rity 
C

o
m

m
ittee

Research 
Integrity 
Investigation 
C

om
m

ittee

Executive V
ice-

President for Research

V
ice Presid

en
t fo

r 
Resea

rch
 Eth

ics a
n

d
 

Sa
fety Pro

m
o
tio

n

D
epartm

ental M
anager 

in charge of Research 
Integrity (D

ean of 
D

epartm
ent)



新大学院生のみなさまへ 

学生一般定期健康診断のご案内 
 

新大学院生の健康診断は、入学案内に記載された場所・日程のとおり行います。新型コロナ対策として

人数制限をしていますので原則指定された日時に受検してください。指定日時に受検出来ない場合は、当

該日の午前または午後（新入生限定日除く）に受検して下さい。 

健診に必要な問診票は入学予定者サイト上で入力します。3 月３０日(火)の午後５時までにあらかじめ、

必ず入力してください。期日を過ぎると WEB 入力はできませんので、ご注意ください。 

（その場合は健診当日に健診会場にあるタブレット端末を用いて入力していただきます。） 

 

■新型コロナの感染が気になり受検できない場合には、ＷＥＢ問診内の「特記事項」欄に「ＷEB 問診の

み受検」と記載してください。 

なお、ＷＥＢ問診のみ受検の場合、証明書自動発行機（無料）でのＷＥＢ問診結果の発行（証明）はでき

ませんので、ご留意願います。 

現在のところ期間外での健康診断実施の代替措置はありません。 
 

1. 受検に必要なもの 

（1） 早朝に採取した尿（採尿容器および尿検査用名簿袋は各所属学部・研究科の教務掛で配布します） 

（2） 学生証 （受付に必要なので必ず持参して下さい） 

（3） 胸部Ｘ線がありますので薄手で無地の肌着（Ｔシャツ）を着用してきてください。 

2. 健康診断項目 

検尿、血圧測定、身長・体重測定、一般問診、医師問診（該当者のみ）、胸部X 線撮影※ 

※新入生は全員が対象となりますので必ず受けて下さい。ただし、令和２年 1 月以降に胸部 X 線検査を受け、 

異常がなかった者は、健診会場の一般問診で申し出ることによって、X 線撮影を省略することができます。 

＊新型コロナによる感染拡大防止のため視力測定は行いません。 

3. 採尿方法について 

（1） 起床後すぐの尿を尿検査用名簿袋内の紙コップにとってください。 

（2） 紙コップの中の尿を採尿容器の中へ入れ、ふたをかたくしめて尿検査用名簿袋に入れてください。 

（3） 尿検査用名簿袋の「事業者名又は学校名」欄に所属学部名と氏名を必ず記入してください。 

（4） 指定された日が生理にかかる方は、提出、未提出にかかわらず、検尿受付で申し出てください。 

（女性のみ後日提出日が設定されていますので、提出日の紙を受け取り、利用してください。) 

受検時の服装について 

（1） 血圧測定、身長体重測定時 

測定しやすいように着脱が簡単な服装および靴で受検してください。 

血圧測定は袖をまくらず、素肌またはシャツ・薄手のセーターの上から測定してください。 

（2） 胸部X 線撮影時【密にならないよう待ち時間を減らすため服装には十分注意してください】 

  薄手で模様、刺繍、ボタン、飾り等のない無地のT シャツ類のみ着用可能です（ブラトップは不可）。 

  長髪はゴム等でまとめ上げ、肩にかからないようにしてください。 

  ネックレス・アクセサリー等の金属類はフィルムに写りこんでしまうため、必ずはずしてください。 

4. 健康診断の結果について 

 健康診断の結果は『健康診断結果通知書』として証明書自動発行機で発行することができますので、発行開

始日（健診月の翌々月の 1 日（休日の場合は翌日））以降に各自で発行してください。詳しくは健康管理部

門のウェブサイトで確認してください。 

京都大学 環境安全保健機構 健康管理部門 

日程等企画に関すること：☎ 075-753-2400 

診断書・証明書等発行に関すること：☎ 075-753-2404 



◆宇治・桂を除く学部生のうち３回生以上については別日程で実施

女子 9:30  ～  10:00

男子 11:00  ～  12:00

女子 14:15  ～  14:45

男子 15:30  ～  16:45

女子 9:30  ～  10:00

男子 11:00  ～  12:00

女子 14:15  ～  14:45

男子 15:30  ～  16:45

女子 9:30  ～  10:00

男子 11:00  ～  12:00

女子 14:15  ～  14:45

男子 15:30  ～  16:45

女子 9:30  ～  10:00

男子 10:30  ～  12:00

女子 14:15  ～  14:45

男子 15:30  ～  16:45

女子 9:30  ～  10:00

男子 10:30  ～  12:00

女子 14:15  ～  14:45

男子 15:30  ～  16:45

女子 9:30  ～  10:00

男子 10:30  ～  12:00

女子 14:15  ～  14:45

男子 15:30  ～  16:45

女子 9:30  ～  10:00

男子 10:30  ～  12:00

女子 14:15  ～  14:45

男子 15:30  ～  16:45

女子 9:30  ～  10:00

男子 10:30  ～  12:00

PM 男子 14:45  ～  16:45

女子 9:30  ～  10:00

男子 10:30  ～  12:00

女子 14:15  ～  14:45

男子 15:30  ～  16:45

女子 9:30  ～  10:00

男子 10:15  ～  11:00

PM 男子 13:00  ～  15:00

※午前・午後の指定をされている場合でも都合がつかない場合には、当該日の午後または午前を受検ください。

女子 9:30  ～  10:30

男子 11:00  ～  13:00

女子 9:30  ～  10:00

男子 10:15  ～  11:45

女子 13:15  ～  13:45

男子 14:00  ～  15:30

◆宇治・桂を除く学部生のうち３回生以上の実施日程（胸部レントゲンは無し）

※レントゲン車は来ませんので注意ください。

女子 9:30  ～  10:00

男子 11:00  ～  12:00

女子 14:15  ～  14:45

男子 15:30  ～  16:45

女子 9:30  ～  10:00

男子 11:00  ～  12:00

女子 14:15  ～  14:45

男子 15:30  ～  16:45

女子 9:30  ～  10:00

男子 11:00  ～  12:00

女子 14:15  ～  14:45

男子 15:30  ～  16:45

女子 9:30  ～  10:00

男子 10:30  ～  12:00

女子 14:15  ～  14:45

男子 15:30  ～  16:45

女子 9:30  ～  10:00

男子 10:30  ～  12:00

女子 14:15  ～  14:45

男子 15:30  ～  16:45

※午前・午後の指定をされている場合でも都合がつかない場合には、当該日の午後または午前を受検ください。

6月21日(月)

AM 工（生年月日の日が偶数）

PM 工（生年月日の日が奇数）

6月22日(火)

AM 理 ・ 農（生年月日の日が奇数）

PM 理 ・ 農（生年月日の日が偶数）

法 ・ 経　（生年月日の日が偶数）

6月17日(木)

AM 工（生年月日の日が奇数）

PM 工（生年月日の日が偶数）

6月15日(火)

AM

学
部
三
回
生
以
上

総人 ・ 文 ・ 教 　（生年月日の日が奇数）

PM 総人 ・ 文 ・ 教　（生年月日の日が偶数）

6月16日(水)

AM 法 ・ 経　（生年月日の日が奇数）

PM

※　宇治、桂に関しては会場の再設定が困難なことから、時間を延長し新型コロナ対策を十分にとり所属全学生を受検させる。
※　指定の割振日に受検出来ない者は、上記期間のいずれかの日に受検して下さい。（新入生限定期間除く）

　　　　　　　　　  実施場所（受付）　　百周年時計台記念館２階国際交流ホールⅠ

実 施 日 実施時間 対象者 （所属）　分散受検をお願いします。

実 施 日 実施時間 対象者 （所属）

4月22日(木)

AM

　　■ 桂地区に所在する学生（桂所属全学生：学部３回生以上も含）

PM

4月20日(火) AM 　　■ 宇治地区に所在する学生（宇治所属全学生）

　　　　　　　　　　実施場所（受付）　　船井交流センター2階

4月16日(金)
AM 文・経済・情報・エネ、及び３回生以上の学生で奨学金手続きでレントゲン撮

影が必要な学生

　　　　　　　　　　実施場所（受付）　　木質ホール３階

実 施 日 実施時間 対象者 （所属）

人環・薬

工（材料）（男子のみ）

4月15日(木)

AM 医・薬（人間健康含む３回生以上、博士・専門職大学院含）

PM 地環・農学・経営管理大学院・総合生存学館・ア・ア博士一貫

理 ・ 医 ・ 薬 ・ 農（生年月日の日が偶数）

4月13日(火)

AM

修
士
・
博
士
課
程
・
医
薬
３
回
生
以
上
・
奨
学
金
申
請
者

等 法・生命・公共政策大学院・教・工（材料：女子のみ）

法・生命・公共政策大学院・教

PM 理・法科大学院

4月14日(水)
AM

PM 総人 ・ 文 ・ 教 ・ 法 ・ 経　（生年月日の日が偶数）

4月9日(金)

AM 工（電気・情報・工化）

PM 工（地球・建築・物理）

4月7日(水) 入　　学　　式

4月8日(木)

AM

学
部
二
回
生
限
定

総人 ・ 文 ・ 教 ・ 法 ・ 経　（生年月日の日が奇数）

4月12日(月)

AM 理 ・ 医 ・ 薬 ・ 農（生年月日の日が奇数）

PM

工（地球・建築・物理）

4月6日(火)

AM 理 ・ 医 ・ 薬 ・ 農（生年月日の日が奇数）

PM 理 ・ 医 ・ 薬 ・ 農（生年月日の日が偶数）

4月2日(金)

AM
学
部
一
回
生

（
新
入
生

）
限
定

総人 ・ 文 ・ 教 ・ 法 ・ 経　（生年月日の日が奇数）

PM 総人 ・ 文 ・ 教 ・ 法 ・ 経　（生年月日の日が偶数）

4月5日(月)

AM 工（電気・情報・工化）

PM

別紙１

令和3年度 学生一般定期健康診断実施予定表

　　　　　　　　　  実施場所（受付）　　百周年時計台記念館２階国際交流ホールⅠ

実 施 日 実施時間 対象者 （所属）　分散受検をお願いします。

吉 田

宇 治

桂

吉 田



To New Graduate Students 

Reminder for Annual Health Checkups for Students 

Health checkups for new undergraduate students will be held at the places and date indicated in 

the enrollment guide. You are required to attend the checkup on the specified date and time (The 

number of people is limited due to the COVID-19). If you cannot take the checkup at the designated 

time, please take it in the morning or afternoon of the day (Excluding days for 1st year 

undergraduate students only). 

. The medical questionnaire needs to be filled out in “new students’ site.” Make sure to complete 

the questionnaire by 5:00 p.m. on Tue. March ３０. Please note that online entry will not be 

available after the due date. If you do not complete the questionnaire on time, you must fill it out 

on the on-site tablets. 

 

１． In order to receive the health checkup, you will need: 

（１） Urine sample of your first urination of the day collected in the specimen jar. (You can get a 

paper cup and a specimen jar at the academic department ） 

（２） Student ID card (must be presented at the reception) 

（３） Please wear light and plain underwear or T-shirt (Required for chest X-ray). 

 

２． Checks to be done 

 Urine test 

 Blood pressure 

 Height and weight 

 Chest X-ray* 

 Interview with a medical professional 

 Doctor consultation (if applicable)

* All new students are required to have a chest X-ray taken. Those who have had an X-ray exam 

since January 2021 with no abnormalities detected can forgo the X-ray by informing the medical 

professional at the interview. 

* Eyesight is not measured to prevent the spread of the COVID-19. 

 

３． How to take the urine sample 

（１） On the day of your checkup, collect a sample of your first urination of the day using the 

paper cup, and transfer it to the specimen jar. (There is a paper cup in a paper bag.) 

（２） Close the cap tightly and put it in the paper bag for the urine test.  

（３） Write your faculty affiliation and name on the bag. 

（４） Those whose designated checkup day is during their menstruation should inform the 

urinalysis reception regardless of urine sample submission. 

(Only women will have a submission date at a later date. Please receive the information at 

the urinalysis reception.) 

 

４． Outfit at the checkup 

（１） At blood pressure, height and weight measurement: 

 Attend in easily removable clothing and footwear so the measurement goes smoothly. 

 Blood pressure must be measured over a bare arm or thin sweater or shirt, not below a 



rolled-up sleeve.  

（２） Chest X-ray: 【Please be careful about your clothes to reduce waiting time.】  

 You will only be allowed to wear a plain shirt (thin cotton with no pattern, embroidery, or 

buttons). (Bra top is not allowed.) 

 Those who have long hair should tie it up using rubber ties (or something similar), so that 

it does not touch your shoulders.   

 Please remove your metal goods, such as a necklace or accessories. 

 

５． Results of the checkup 

The results of your checkup can be issued as a “Health Checkup Results” by a certificate-

issuing machine. You can obtain your results on the first day of the second month after your 

health checkup. For details, consult the Health Service website. 

 

６．For those who are concerned about COVID-19 infection and do not want to take the health 

checkup. 

 Please enter "web-questionnaire only" in the special note column of the web -questionnaire. 

 Please note that we will not be able to issue Health checkup Results if you have only completed the 

web-questionnaire and have not taken the Annual Health Checkups. 

 Currently, there are no alternatives to the Annual Health Checkups. 

 

 

Kyoto University Health Service 

For schedules：☎ 075-753-2400 

For reports and certificates：☎ 075-753-2404 

 



Date AM/PM Sex Time Student Category

women 9:30 ～ 10:00

April men 11:00 ～ 12:00

2 (Fri) women 14:15 ～ 14:45

men 15:30 ～ 16:45

women 9:30 ～ 10:00

men 11:00 ～ 12:00

women 14:15 ～ 14:45

men 15:30 ～ 16:45

women 9:30 ～ 10:00

men 11:00 ～ 12:00

women 14:15 ～ 14:45

men 15:30 ～ 16:45

7 (Wed) （Entrance Ceremony）

women 9:30 ～ 10:00

men 10:30 ～ 12:00

women 14:15 ～ 14:45

men 15:30 ～ 16:45

women 9:30 ～ 10:00

men 10:30 ～ 12:00

women 14:15 ～ 14:45

men 15:30 ～ 16:45

women 9:30 ～ 10:00

men 10:30 ～ 12:00

women 14:15 ～ 14:45

men 15:30 ～ 16:45

women 9:30 ～ 10:00 Law, Biostudies, School of Government, Engineering (Materials Science)

men 10:30 ～ 12:00 Law, Biostudies, School of Government

women 14:00 ～ 14:30

men 15:00 ～ 16:30

women 9:30 ～ 10:00

men 10:30 ～ 12:00

PM men 15:00 ～ 16:30 Engineering (Materials Science) 

women 9:30 ～ 10:00

men 10:30 ～ 12:00

women 14:00 ～ 14:30

women 9:30 ～ 10:00

men 10:15 ～ 11:00

PM men 13:00 ～ 15:00

* If you cannot atttned at the specified time, please attend on the specified date.

  Location: 3rd Floor of Wood Composite Hall (RISH)

Date Group Sex Time Student Category

April women 9:30 ～ 10:00

20 (Tue) men 10:15 ～ 11:30

  Location: 2nd Floor of Funai Center

Date Group Sex Time Student Category

women 9:30 ～ 10:00

April men 10:15 ～ 11:30

22 (Thu) women 13:30 ～ 14:00

men 14:15 ～ 15:30

* If you cannot atttned at the specified time, please attend on the specified date.

Date Group Sex Time Student Category

women 9:30 ～ 10:00

June men 11:00 ～ 12:00

15 (Tue) women 14:15 ～ 14:45

men 15:30 ～ 16:45

women 9:30 ～ 10:00

men 11:00 ～ 12:00

women 14:15 ～ 14:45

men 15:30 ～ 16:45

women 9:30 ～ 10:00

men 11:00 ～ 12:00

women 14:15 ～ 14:45

men 15:30 ～ 16:45

women 9:30 ～ 10:00

men 11:00 ～ 12:00

women 14:15 ～ 14:45

men 15:30 ～ 16:45

women 9:30 ～ 10:00

men 11:00 ～ 12:00

women 14:15 ～ 14:45

men 15:30 ～ 16:45

Engineering (Even number of your birthday)

Engineering (Odd number of your birthday)

Engineering (Even number of your birthday)

Science, Agriculture (Odd number  of your birthday)

AM

AM

13 (Tue)

AM

PM

AM

PM

5 (Mon)

6 (Tue)

AM

Human/Environment, Pharmaceutical Sciences

Medicine, Pharmaceutical Sciences (3rd year and above Undergraduates, MC, DC, Professional school)

MC,DC,
3rd year and

above
Undergraduates

: (Medicine/
Medical)

,those who
need an X-ray

for a scholrship.

22 (Tue)

AM

AM

16 (Wed)

17 (Tue)

21 (Mon)

Science, Agriculture (Even number of your birthday)

Integrated Human Studies, Letters, Education, (Odd number of your birthday)

Integrated Human Studies, Letters, Education, (Even number of your birthday)

Law, Economics (Odd number of your birthday)

Law, Economics (Even number of your birthday)

Engineering (Odd number of your birthday)

All Katsura campus students

men

All Uji campus students

Global Environmental Studies,Agriculture, Graduate School of Management, Advanced Integrated Studies in Human Survivability, Graduate
School of Asian & African Area Studies (DC)

Letters,  Economics, Informatics,Energy Science , 3year and above undergraduates ,those who need an X-ray for a scholrship.

The 2021 Annual Health Checkup for Students

  Location: International Conference Hall I, 2nd Floor of the Kyoto University Clock Tower Centennial Hall 

Integrated Human Studies, Letters, Education, Law, Economics (Odd number of your birthday)AM

8 (Thu)

2nd year
Undergraduates

PM Science, Medicine, Pharmaceutical Sciences, Agriculture (Even number of your birthday)

PM Integrated Human Studies, Letters, Education, Law, Economics (Even number of your birthday)

PM

PM

9 (Fri)

AM

PM

12 (Mon)

Engineering (Global, Architecture, Physics）

1st year
Undergraduates

Integrated Human Studies, Letters, Education, Law, Economics (Odd number of your birthday)

Integrated Human Studies, Letters, Education, Law, Economics (Even number of your birthday)

Engineering （Elec. & Electronic, Informatics, Industrial Chemistry)

Science, Medicine, Pharmaceutical Sciences, Agriculture (Odd number of your birthday)

Engineering （Elec. & Electronic, Informatics, Industrial Chemistry)

Engineering (Global, Architecture, Physics）

Science, Medicine, Pharmaceutical Sciences, Agriculture (Odd number of your birthday)

Science, Medicine, Pharmaceutical Sciences, Agriculture (Even number of your birthday)

Science, Law School

14 (Wed)

AM

15 (Thu)

AM
16 (Fri)

PM

AM

3rd year and
above

Undergraduates

◆Except for Uji Campus and Katsura Campus,  3rd year and above undergraduates. (No chest Xray!)   Attention! There is no chest X-ray examination.

  Location: International Conference Hall I, 2nd Floor of the Kyoto University Clock Tower Centennial Hall 

PM

AM

AM

AM

AM

AM

PM

PM

PM

PM

PM

Katsura Campus

Uji Campus

Yoshida Campus

Yoshida Campus
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『漠然とした不安がある』『なんとなくやる気が出ない』『よくわからないけど、調子が悪い』と

いった、ちょっとした悩みや、不安・不調を感じたときに、気軽に相談ができるのが保健室です。

保健室には、養護教諭資格を持った専門スタッフが常駐しており、相談に応じる他、必要に応

じて、学内外の専門窓口との橋渡しもいたします。

吉田第一、吉田第二保健室のどちらを利用しても構いません。(桂キャンパスにも保健室があ

り、そちらも利用できます) また、各保健室ではオンライン相談も行っています。

カウンセリングルーム等の相談機関や医療機関を受診するのは面倒、あるいは抵抗があると

いうような人は、まずは気軽に訪ねてみてください。相談者のプライバシーは保護いたします。

学内の相談窓口には、以下もあります。

工学部・工学研究科 保健室

吉田第一保健室 吉田第二保健室

対象者 工学部の学生と工学研究科・情報学研究科の大学院生

場所 工学部物理系校舎北棟 5階 502 総合研究9号館北棟１階 N109

開室時間 月～金 9時～17時（13時～14時休室）

メール＊ yoshida-1hoken yoshida-2hoken

電話番号 075-753-4844 075-753-4846

吉田キャンパス

＊：メールアドレスの後には、“@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp”を付けてください。

オンライン保健室に関しては、下記、工学部・工学研究科保健室ウェブページをご覧ください。

工学部学生相談室工学部・工学研究科保健室



C3C3

A3A3

A4A4
A1A1

A2A2

C2C2

C1C1

京都大学 桂キャンパス京都大学 桂キャンパス

桂イノベーション
パーク前
KatsuraInnovation-Park-mae

桂イノベーション
パーク前
KatsuraInnovation-Park-mae

京大桂キャンパス前
Kyodai Katsura Campus-mae
京大桂キャンパス前
Kyodai Katsura Campus-mae

桂御陵坂
Katsura Goryozaka
桂御陵坂
Katsura Goryozaka

御陵公園
Goryo Park

ローム記念館
ROHM Plaza
ローム記念館
ROHM Plaza

船井交流センター
Funai Center船井哲良記念講堂

Funai Tetsuro Auditorium

桂インテックセンター
Katsura Int'tech Center

入口 Gate入口 Gate

入口 Gate入口 Gate 入口 Gate入口 Gate

イノベーションプラザ棟
Innovation Plaza

Kyoto University Katsura CampusKyoto University Katsura Campus

CクラスターCクラスター
ClusterCluster

BクラスターBクラスター
ClusterCluster

AクラスターAクラスター
ClusterCluster

桂インテックセンター
Katsura Int'tech Center 

留学生
ゼミ室
International 
Student Office 桂保健室

School 
Nurse's Office

桂保健室
School 
Nurse's Office

情報
センター
Center for 
Information
Technology

リフレッシュ
コーナー
Refresh
Corner

ER
センター
Engineering
Education
Research 
Center

廊下 corridor入口 entrance
渡り廊下
connecting corridor
渡り廊下
connecting corridor

WCWC

The office offers a range of resources for those who might be feeling worried, drained and overwhelmed in daily life. 
The registered school nurse will be available to listen to you about your work or school life issues and any other related topics. 
Please be assured that all medical care at School Nurse’s Office is kept confidential.

養護教諭資格を持った専門スタッフが常駐しています。相談者のプライバシーは保護いたします。養護教諭資格を持った専門スタッフが常駐しています。相談者のプライバシーは保護いたします。

お気軽にご相談ください。お気軽にご相談ください。

桂 保健室
School Nurse's Office Recently, 

I feel tired・・・

よくわからないけど
調子が悪い。

漠然とした
不安がある。

事務管理棟
Administration Bldg.

● 入口カウンター ●
Entrance counter

図書やパンフレットもあります 開放的な窓でリラックス

● 相談コーナー ●
Consultation corner

心と体が落ち着きます

● 休養コーナー ●
Rest corner

B クラスター事務管理棟２階
2nd floor, Administration B Cluster 

katsura-noffice@mail2.adm.kyoto-u.ac.jpkatsura-noffice@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

月～金曜日 9:00－17:00（13:00－14:00 休室）
※休日及び年末年始を除く
9:00－17:00, from Monday through Friday (13:00-14:00 closing time) 
※excluding holidays and New Year’s holiday

桂キャンパス Bクラスター事務管理棟２階
2nd floor, Administration B Cluster 

075-383-2054 ※Excuse me, but please speak in Japanese

メールアドレス

開 室 場 所

電 話 番 号

開 室 時 間
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永

樂
他

ウ
再

研
1
号

館
会

議
室

（
1
3
4
）

（
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
）

合
・
生

先
端

生
物

化
学

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 　

　
　

　
跡

見
他

ロ
ー

ム
記

念
館

大
ホ

ー
ル

化
工

分
離

操
作

特
論

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

　
  

 　
　

　
佐

野
他

A
2
-
3
0
5

物
質

機
能

・
変

換
科

学

集
積

化
学

プ
ロ

セ
ス

A
2
-
3
0
4

火
化

学
系

共
通

先
端

有
機

化
学

  
  

  
  

  
  

  
 　

　
　

　
　

　
　

  
大

江
他

A
2
-
3
0
6

分
子

量
子

化
学

Ⅰ
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
佐

藤
（
徹

）
他

A
2
-
3
0
4

化
工

移
動

現
象

特
論

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
  

  
  

  
  

  
  

 山
本

A
2
-
3
0
6

物
エ

ネ
物

質
変

換
化

学
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

（
化

）
中

村
他

化
研

M
1
4
2
C

高
分

子
生

体
機

能
高

分
子

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 　
　

　
秋

吉
他

オ
ン

ラ
イ

ン
(船

井
講

堂
)

化
工

化
学

工
学

特
論

第
一

 　
　

　
　

　
　

　
　

  
  

  
  

  
中

川
（
浩

）
A

2
-
3
0
6

合
・
生

有
機

設
計

学
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

杉
野

目
他

A
2
-
3
0
8

化
工

環
境

シ
ス

テ
ム

工
学

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 　

　
  

  
  

  
  

  
前

他
A

2
-
3
0
6

物
エ

ネ
有

機
典

型
元

素
化

学
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
深

澤
A

2
-
3
0
3

水
物

エ
ネ

有
機

触
媒

化
学

  
  

  
  

  
  

  
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

大
江

A
2
-
3
0
6

物
エ

ネ
物

質
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
学

特
論

第
一

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 関
係

教
員

A
2
-
3
0
6

分
子

分
子

レ
オ

ロ
ジ

ー
  

　
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

 （
化

）
渡

辺
他

オ
ン

ラ
イ

ン
(A

2
-
3
0
4
)

化
工

化
学

材
料

プ
ロ

セ
ス

工
学

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

大
嶋

他
A

2
-
3
0
6

物
エ

ネ
物

質
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
学

特
論

第
二

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 関
係

教
員

A
2
-
3
0
6

化
工

C
h
e
m

ic
al

 R
e
ac

ti
o
n

E
n
gi

n
e
e
ri
n
g,

A
d
v.

  
  

  
K
aw

as
e
他

A
2
-
3
0
6

分
子

分
子

材
料

科
学

  
 （

化
）
梶

・
（
化

）
志

津
・
（
化

）
鈴

木
A

2
-
3
0
4

高
分

子
高

分
子

合
成

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 関

係
教

員
オ

ン
ラ

イ
ン

(船
井

講
堂

)

木
高

分
子

A
2
-
3
0
6

化
学

系
共

通
A

2
-
3
0
6

物
エ

ネ
電

気
化

学
特

論
  

  
  

  
  

  
  

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
 安

部
A

2
-
3
0
3

物
エ

ネ
機

能
性

界
面

化
学

  
  

  
  

  
  

  
 　

　
  

  
  

  
  

  
  

  
作

花
A

2
-
3
0
3

物
エ

ネ
無

機
固

体
化

学
  

  
  

  
  

  
  

 　
  

  
  

  
  

  
  

陰
山

他
A

2
-
3
0
3

分
子

量
子

物
質

科
学

　
　

 　
  

  
  

  
  

  
  

  
  

（
化

）
水

落
他

オ
ン

ラ
イ

ン
(A

2
-
3
0
4
)

金
化

学
系

共
通

有
機

金
属

化
学

２
  

  
  

  
  

  
  

　
　

　
　

　
　

　
　

 中
尾

他
A

2
-
3
0
6

材
化

高
分

子
材

料
化

学
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
沼

田
他

桂
ホ

ー
ル

化
工

プ
ロ

セ
ス

設
計

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 　
　

　
　

外
輪

他
A

2
-
3
0
4

分
子

分
子

触
媒

学
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
田

中
（
庸

）
他

オ
ン

ラ
イ

ン
(A

2
-
3
0
4
)

高
分

子
高

分
子

溶
液

学
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

中
村

他
A

2
-
3
0
7

（
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
）

合
・
生

先
端

生
物

化
学

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
跡

見
他

ロ
ー

ム
記

念
館

大
ホ

ー
ル

材
化

材
料

化
学

総
論

A
2
-
3
0
6

材
化

材
料

化
学

特
論

第
三

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 関
係

教
員

掲
示

す
る

材
化

化
学

産
業

特
論

　
　

　
　

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

関
係

教
員

掲
示

す
る

物
エ

ネ
物

質
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
学

特
論

第
七

A
2
-
3
0
6

分
子

分
子

触
媒

学
続

論
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

田
中

（
庸

）
他

掲
示

す
る

分
子

分
子

工
学

特
論

第
一

A
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 関
係

教
員

掲
示

す
る

分
子

分
子

工
学

特
論

第
七

　
　

　
　

　
  

  
  

  
  

  
  

  
  

関
係

教
員

掲
示

す
る

高
分

子
高

分
子

科
学

セ
ミ

ナ
ー

Ⅰ
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

非
常

勤
講

師
掲

示
す

る
合

・
生

先
端

生
物

化
学

続
論

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
跡

見
他

A
2
-
3
0
8

物
質

機
能

・
変

換
科

学
J
G

P
計

算
実

習
(C

F
D

)
掲

示
す

る
物

質
機

能
・
変

換
科

学
J
G

P
計

算
実

習
(M

O
)

掲
示

す
る

化
工

化
学

工
学

特
別

セ
ミ

ナ
ー

６
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
山

本
他

掲
示

す
る

夏 期 ・ 集 中 講 義

高
分

子
物

性
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  

  
  

  
  

  
  

  
 関

係
教

員

2
0
2
1
年

度
　

化
学

系
共

通
時

間
割

表
【
前

期
・
春

期
】
　

≪
修

士
≫

１
（
8
：
4
0
～

1
0
：
1
5
）

２
（
1
0
：
3
0
～

1
2
：
0
0
）

３
（
1
3
：
1
5
～

1
4
：
4
5
）

5
（
1
6
：
4
5
～

1
8
：
1
5
）

４
（
1
5
：
0
0
～

1
6
：
3
0
）

先
端

科
学

機
器

分
析

及
び

実
習

I
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 関

係
教

員


	（前期）修士
	時間割表【前期】




